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は
じ
め
に

　
『
草
堂
詩
餘
』
は
、
南
宋
末
の
成
立
に
か
か
る
と
さ
れ
る
詞
選
集
で
あ
る
。
最
も
早
く
『
草
堂
詩
餘
』
の
存
在
に
言
及
す
る
の
は
、

王
楙
の
『
野
客
叢
書
』
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）
の
自
序
が
あ
る①
。
ま
た
瑞
平
年
間
（
一
二
三
四
～
一
二
三
六
）
に
浙

西
提
挙
を
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
陳
振
孫
の
蔵
書
録
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
「『
草
堂
詩
餘
』
二
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
王
楙
と

陳
振
孫
の
い
う
『
草
堂
詩
餘
』
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
十
三
世
紀
の
初
頭
に
は
す
で
に
『
草
堂
詩

餘
』
と
名
付
け
ら
れ
た
詞
選
集
（
こ
れ
を
仮
に
祖
本
『
草
堂
詩
餘
』
と
呼
び
た
い
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
最
古
の
『
草
堂
詩
餘
』（
元
・
至
正
三
年
（
一
三
四
三
）
刊
本
）
に
は
、
先
行
す
る
様
々
な
書
物
か
ら
の
借
用
や

引
用
を
諸
処
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
書
物
の
中
で
も
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
紹
興
十
八
年
（
一
一
四
八
）
の
自

序
を
持
つ
胡
仔
編
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』、
嘉
定
四
年
（
一
二
一
一
）
の
劉
必
欽
に
よ
る
序
文
を
持
つ
陳
元
龍
集
註
『
詳
註
周
美
成
詞
片
玉

集
』、
淳
祐
九
年
（
一
二
四
八
）
の
自
序
を
持
つ
黄
昇
編
『
花
庵
詞
選
』
等
が
あ
る②
。
こ
の
う
ち
『
苕
渓
漁
隠
叢
話
』
は
群
を
抜
い
て
早
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く
十
二
世
紀
半
ば
に
成
立
し
て
い
る
が
、『
片
玉
集
』
や
『
花
庵
詞
選
』
は
『
野
客
叢
書
』
以
後
に
成
っ
た
書
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、『
野

客
叢
書
』の
言
及
す
る
祖
本『
草
堂
詩
餘
』が
そ
れ
ら
を
参
照
で
き
た
は
ず
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、祖
本
と
現
存
の『
草
堂
詩
餘
』（
以
下
、

単
に
『
草
堂
詩
餘
』
と
呼
ぶ
場
合
は
す
べ
て
こ
の
現
存
『
草
堂
詩
餘
』
を
指
す
）
が
「
別
も
の
」
な
い
し
「
改
編
な
ど
に
よ
っ
て
原
型
を
あ
ま
り

留
め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う③
。
現
『
草
堂
詩
餘
』
は
、
上
述
の
書
物
す
べ
て
が
存
在
し
た
後

で
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
い
。

　

祖
本
『
草
堂
詩
餘
』
は
す
で
に
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
本
来
の
姿
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
現
存
す
る
『
草
堂
詩
餘
』
と

題
さ
れ
た
詞
選
集
の
刊
本
は
多
種
多
様
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刊
本
系
統
も
複
雑
な
た
め
、
や
は
り
そ
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

を
極
め
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、『
草
堂
詩
餘
』
の
刊
本
の
中
で
も
よ
り
古
い
形
態
と
考
え
ら
れ
る
分
類
編
次
本
に
つ
い
て
考
察
し
て

き
て
お
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
刊
本
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う④
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
『
草
堂
詩
餘
』
が
ど
こ
か
ら
作
品
を
集
め
て
き
て
成

立
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
南
宋
を
代
表
す
る
詞
人
辛
棄
疾
の
詞
を
材
料
に
、
現
存
す
る
資
料
情
況
か
ら
わ
か
る
範
囲
で
の

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
辛
棄
疾
を
採
り
あ
げ
る
の
は
、
彼
が
『
草
堂
詩
餘
』
に
最
も
多
く
作
品
が
収
録
さ
れ
る
南
宋
詞
人
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
次
節
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
南
宋
末
ま
で
に
別
集
が
世
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
『
草
堂
詩
餘
』

と
ほ
ぼ
同
時
期
の
刊
本
が
現
存
し
て
い
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　

一
、『
草
堂
詩
餘
』
と
辛
棄
疾
別
集

　

ま
ず
、辛
棄
疾
と
そ
の
別
集
の
刊
本
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
辛
棄
疾
、字
は
幼
安
、号
は
稼
軒
。
紹
興
十
年（
一
一
四
〇
）、
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当
時
金
朝
支
配
下
に
あ
っ
た
山
東
省
済
南
で
生
ま
れ
て
い
る
。
紹
興
三
十
一
年
に
金
朝
打
倒
を
目
指
し
て
決
起
し
た
耿
京
の
軍
に
参
加

し
、
同
三
十
二
年
に
耿
京
の
命
を
奉
じ
て
南
宋
に
帰
服
。
そ
の
後
六
十
八
歳
で
卒
す
る
ま
で
、
一
官
僚
と
し
て
南
宋
に
仕
え
て
一
生
を

送
っ
た⑤
。
辛
棄
疾
は
当
時
の
文
人
と
し
て
は
極
め
て
異
例
な
こ
と
に
、
文
学
活
動
は
詞
作
に
専
念
し
て
い
る
。
現
存
す
る
詞
は
六
百
首

を
超
え
る
が
、
両
宋
を
通
じ
て
彼
ほ
ど
多
く
の
詞
を
残
す
者
は
い
な
い⑥
。『
宋
史
』「
芸
文
志
」「
集
部
」
が
載
せ
る
別
集
が
基
本
的
に

詩
文
集
で
あ
る
中
で
、
辛
棄
疾
に
つ
い
て
は
「
辛
棄
疾
長
短
句
十
二
巻
」
が
著
録
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
際
だ
っ
た
あ
ら
わ
れ
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
辛
棄
疾
の
別
集
と
し
て
世
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、『
宋
史
』
に
見
え
る
「
長
短
句
十
二
巻
」
だ
け
で
は
な
い
。
実
は
、

辛
棄
疾
詞
に
は
宋
末
ま
で
に
少
な
く
と
も
二
種
類
の
刊
本
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
二
種
類
に
つ
い
て
、
南
宋
・
陳
振
孫
『
直
斎
書
録

解
題
』
は
次
の
よ
う
に
い
う⑦
。

稼
軒
詞
四
巻
。
宝
謨
閣
待
制
済
南
辛
棄
疾
幼
安
撰
。
信
州
本
十
二
巻
、
巻
視
長
沙
為
多
。

　

稼
軒
詞
四
巻
。
宝
謨
閣
待
制
済
南
辛
棄
疾
幼
安
撰
。
信
州
本
十
二
巻
、
巻
は
長
沙
に
視く
ら

べ
て
多
し
と
為
す
。

　

辛
棄
疾
の
別
集
に
は
長
沙
で
刊
行
さ
れ
た
四
巻
本
と
、
信
州
で
刊
行
さ
れ
た
十
二
巻
本
が
あ
っ
た
。『
宋
史
』
が
著
録
す
る
の
が
す

な
わ
ち
陳
振
孫
の
い
う
「
信
州
本
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
種
類
は
巻
数
の
み
な
ら
ず
、
名
称
も
、
四
巻
本
が
『
稼
軒
詞
』（
巻
は
甲

乙
丙
丁
を
も
っ
て
数
え
ら
れ
る
）、
十
二
巻
本
が
『
稼
軒
長
短
句
』、
と
異
な
っ
て
い
る
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
『
稼
軒
詞
』『
長
短
句
』
と
略
称
す
る
）。

と
も
に
宋
本
は
佚
し
て
い
る
が
、
元
明
時
代
の
「
宋
本
」
を
も
と
に
し
た
と
さ
れ
る
刊
本
・
鈔
本
が
現
存
す
る⑧
。

　

こ
の
う
ち
、『
稼
軒
詞
』
は
辛
棄
疾
の
在
世
中
に
門
人
の
范
開
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
晩
年
の
作
品
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
巻
頭
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に
附
さ
れ
た
淳
熙
戊
申
（
一
一
八
八
）
の
紀
年
を
持
つ
范
開
の
序
文
は
、
自
ら
が
編
ん
だ
『
稼
軒
詞
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

開
久
従
公
游
。
其
残
膏
賸
馥
、得
所
霑
焉
為
多
。
因
暇
日
裒
集
冥
捜
才
逾
百
首
。
皆
親
得
於
公
者
。
以
近
時
流
布
於
海
内
者
率
贋
本
、

吾
為
此
懼
。
故
不
敢
独
閟
、
将
以
祛
伝
者
之
惑
焉
。

開
は
久
し
く
公
に
従
い
て
游
す
。
其
の
残
膏
賸
馥
、
霑
焉
す
る
所
を
得
る
こ
と
多
し
と
為
す
。
因
り
て
暇
日
裒
集
冥
捜
し
才
よ
う
や

く

百
首
を
逾
ゆ
。
皆
な
親
ら
公
に
得
た
る
者
な
り
。
近
時
海
内
に
流
布
す
る
は
率
ね
贋
本
な
る
を
以
て
、
吾
れ
此
が
為
に
懼
る
。

故
に
敢
え
て
独
り
閟
ざ
さ
ず
、
将
に
以
っ
て
伝
者
の
惑
い
を
祛
わ
ん
。

　

こ
の
序
文
で
興
味
深
い
の
は
、「
其
残
膏
賸
馥
、
得
所
霑
焉
為
多
」
の
一
文
で
は
あ
る
ま
い
か
。
范
開
は
自
身
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス

ト
は
す
べ
て
「
所
霑
焉
」、
す
な
わ
ち
辛
棄
疾
か
ら
直
接
与
え
ら
れ
た
「
親
筆
」
だ
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、「
近
時
に
海
内
に
流
布
す
る

は
率
ね
贋
本
」
と
い
う
「
贋
本
」
は
「
親
筆
に
よ
ら
ざ
る
も
の
」
の
意
に
他
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
范
開
は
「
書
面
」
以
外
に
よ
る
詞

の
テ
キ
ス
ト
の
伝
承
を
恐
ら
く
ま
っ
た
く
発
想
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
事
が
持
つ
意
味
は
、
些
細
な
よ
う
に
見
え
て
実
は
非
常

に
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

対
す
る
『
長
短
句
』
は
辛
棄
疾
卒
後
の
刊
行
に
か
か
る
と
さ
れ
、晩
年
の
作
も
含
め
た
作
品
を
詞
牌
別
に
整
理
し
て
収
録
す
る
。『
稼

軒
詞
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
詞
の
本
文
に
は
テ
キ
ス
ト
の
改
変
が
多
く
見
ら
れ
、
ま
た
題
序
も
し
ば
し
ば
異
な
る
。

　
『
稼
軒
詞
』
と
『
長
短
句
』
の
テ
キ
ス
ト
の
違
い
を
実
際
に
見
て
み
よ
う
。
次
に
挙
げ
る
の
は
辛
棄
疾
の
代
表
作
の
一
つ
、【
祝
英
台

近
】
で
あ
る
。
小
題
は
い
ず
れ
も
「
晩
春
」
に
作
る
。
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宝
釵
分
、桃
葉
渡
。
煙
柳
暗
南
浦
。
怕
上
層
楼
、十
日
九
風
雨
。
断
腸
片
片
飛
紅
、都
無
人
管
、倩
誰
喚
流
鴬
声
住
。　
　

鬢
辺
覷
。

試
把
花
卜
心
期
、
纔
簪
又
重
数
。
羅
帳
灯
昏
、
鳴
咽
夢
中
語
。
是
他
春
帯
愁
来
、
春
帰
何
処
。
却
不
解
将
愁
帰
去
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
稼
軒
詞
』）

宝
釵
分
、桃
葉
渡
。
煙
柳
暗
南
浦
。
怕
上
層
楼
、十
日
九
風
雨
。
断
腸
片
片
飛
紅
、都
無
人
管
、更
誰
勧
啼
鴬
声
住
。　
　

鬢
辺
覷
。

試
把
花
卜
帰
期
、
纔
簪
又
重
数
。
羅
帳
灯
昏
、
哽
咽
夢
中
語
。
是
他
春
帯
愁
来
、
春
帰
何
処
。
却
不
解
帯
将
愁
去
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
長
短
句
』）

　

傍
線
を
施
し
た
部
分
が
異
同
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
微
妙
に
意
味
内
容
の
異
な
る
こ
れ
だ
け
の
異
同
が
、
単
に
音
や
字
形
の
類
似
に

よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
そ
の
他
同
様
の
例
を
、
右
に
倣
っ
て
『
稼
軒
詞
』『
長
短
句
』
の
順
に
、
該
当
箇
所

の
み
い
く
つ
か
以
下
に
示
す
。

●
誰
把
香
奩
収
宝
鏡
、
雲
錦
紅
涵
湖
碧
。

　

誰
把
香
奩
収
宝
鏡
、
雲
錦
周
遭
紅
碧
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 

（【
念
奴
嬌
】「
西
湖
和
人
韻
」）

●
長
安
故
人
問
我
、
道
尋
常
泥
酒
只
依
然
。　

　

長
安
故
人
問
我
、
道
愁
腸
殢
酒
只
依
然
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（【
木
蘭
花
慢
】⑨
「
滁
州
送
范
伜
」）

●
是
夢
裏
尋
常
行
過
、
江
南
江
北
。

　

還
記
得
夢
中
行
過
、
江
南
江
北
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                            　
（【
満
江
紅
】「
江
行
和
楊
済
翁
韻
」⑩
）
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小
題
が
異
な
る
例
も
挙
げ
て
お
こ
う
。

●
為
韓
南
澗
尚
書
寿
甲
辰
歳

　

甲
辰
歳
寿
韓
南
澗
尚
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
（【
水
龍
吟
（
渡
江
天
馬
南
来
）】）

●
旅
次
登
楼
作

　

滁
州
作
奠
枕
楼
和
李
清
宇
韻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（【
声
声
慢
（
征
埃
成
陣
）】）

　

こ
の
よ
う
に
、『
稼
軒
詞
』
と
『
長
短
句
』
は
収
録
作
品
数
の
多
寡
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
詞
の
小
題
や
本
文
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
そ

の
も
の
に
も
大
小
様
々
な
多
く
の
異
同
が
あ
る
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
辛
棄
疾
の
別
集
に
は
異
な
っ
た
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
系

統
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
二
種
類
の
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
持
つ
刊
本
は
と
も
に
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
記
録
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
現
『
草
堂

詩
餘
』
の
成
立
以
前
に
す
で
に
世
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
草
堂
詩
餘
』
の
編
者
は
周
邦
彦
や
蘇
軾
の
詞
を
収
録
す

る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
註
付
き
の
別
集
を
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が⑪
、
辛
棄
疾
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
草
堂
詩
餘
』
は
辛
棄
疾
の
詞
を
全
部
で
十
首
収
録
す
る
。
収
録
順
に
列
挙
す
る
と
、【
祝
英
台
近
（
宝
釵
分
）】【
酹
江
月
（
野
棠
花
落
）】

【
摸
魚
児
（
更
能
消
）】【
鷓
鴣
天
（
着
意
尋
春
懶
便
回
）】【
蝶
恋
花
（
誰
向
椒
盤
簪
綵
勝
）】【
金
菊
対
芙
蓉
（
遠
水
生
光
）】【
酹
江
月
（
晩
風
吹
雨
）】【
沁

園
春
（
三
逕
初
成
）】【
水
龍
吟
（
渡
江
天
馬
南
来
）】【
千
秋
歳
（
塞
垣
秋
草
）】
と
な
る
。
こ
の
う
ち
【
金
菊
対
芙
蓉
】
一
首
は
『
草
堂
詩
餘
』

の
み
が
収
録
す
る
作
品
で
あ
る
た
め
、
別
集
と
の
比
較
が
可
能
な
の
は
残
り
の
九
首
で
あ
る
。

　

作
品
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
を
示
す⑫
。
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

　
　
【
酹
江
月
】「
春
恨
」

野
棠
花
落
。
又
匆
匆
過
了
、清
明
時
節
。
剗
地
東
風
欺
客
夢
、一
枕
銀
屏
寒
怯
。
曲
岸
持
觴
、垂
楊
立
馬
、此
地
曽
経
別
。
楼
空
人
去
、

旧
遊
飛
燕
帰
説
。　
　

聞
道
綺
陌
東
頭
、行
人
曽
見
、簾
底
纎
纎
月
。
旧
悵
春
江
流
不
尽
、新
恨
雲
山
千
畳
。
料
得
明
朝
、尊
前
重
見
、

鏡
裏
花
難
折
。
也
応
驚
問
、
近
来
多
少
華
髪
。

　

次
に
別
集
で
あ
る
が
、二
種
類
と
も
引
く
の
は
煩
瑣
に
過
ぎ
る
の
で
、「
親
筆
」
に
よ
る
と
い
う
『
稼
軒
詞
』
の
テ
キ
ス
ト
の
み
を
挙
げ
、

『
長
短
句
』
と
の
間
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
（　

）
で
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
【
念
奴
嬌
】「
書
東
流
村
壁
」

野
棠
花
落
。
又
匆
匆
過
了
、清
明
時
節
。
剗
地
東
風
欺
客
夢
、一
夜
雲
屏
寒
怯
。
曲
岸
持
觴
、垂
楊
繋
馬
、此
地
曽
軽
別
。
楼
空
人
去
、

旧
遊
飛
燕
能
説
。　
　

聞
道
綺
陌
東
頭
、
行
人
長
見
（
曽
見
）、
簾
底
繊
繊
月
。
旧
恨
春
江
流
未
断
（
流
不
断
）、
新
恨
雲
山
千
畳
。

料
得
明
朝
、
樽
前
重
見
、
鏡
裏
花
難
折
。
也
応
驚
問
、
近
来
多
少
華
髪
。

　

ま
ず
気
が
つ
く
の
は
、
同
じ
作
品
で
あ
り
な
が
ら
詞
牌
名
が
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。【
酹
江
月
】
は
【
念
奴
嬌
】

の
別
名
で
あ
り
、
蘇
軾
【
念
奴
嬌
】「
赤
壁
懐
古
」
詞
の
末
尾
に
「
人
間
如
夢
、
一
尊
還
酹
江
月
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
採
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
単
に
別
名
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、『
草
堂
詩
餘
』
は
他
の
作
者
の
作
品
は
す
べ
て
【
念
奴
嬌
】
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

辛
棄
疾
の
作
品
の
み
【
酹
江
月
】
と
す
る
こ
と
に
は
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、
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辛
棄
疾
の
こ
の
詞
の
最
後
は
恐
ら
く
蘇
軾
詞
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、【
酹
江
月
】
と
い
う
別
名
を
詞
牌
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、
あ
る

意
味
卓
見
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
小
題
と
し
て
附
さ
れ
る
内
容
も
異
な
る
。『
草
堂
詩
餘
』
は
「
春
恨
」
と
い
う
作
品
の
内
容
を
極
め
て
表
面
的
に
か
つ
大
雑

把
に
ま
と
め
た
も
の
、『
稼
軒
詞
』
に
は
「
東
流
村
壁
に
題
す
」
と
い
う
、
詞
を
創
作
し
た
場
所
を
具
体
的
に
示
す
も
の
を
、
そ
れ
ぞ

れ
小
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
の
詞
で
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば【
摸
魚
児
】。『
稼
軒
詞
』

が
「
淳
熙
己
亥
、
自
湖
北
漕
移
湖
南
同
官
、
王
正
之
置
酒
小
山
亭
、
為
賦
（
淳
熙
己
亥
、
湖
北
漕
よ
り
湖
南
同
官
に
移
る
。
王
正
之
酒
を
小
山
亭

に
置
く
。
為
に
賦
す
）」
と
、
制
作
年
を
は
じ
め
と
す
る
詞
の
作
ら
れ
た
環
境
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
を
小
題
と
す
る
の
に
対
し
、『
草
堂

詩
餘
』
の
そ
れ
は
「
春
晩
」
で
あ
る⑬
。
ま
た
【
沁
園
春
】
は
、『
稼
軒
詞
』
が
「
帯
湖
新
居
将
成
（
帯
湖
の
新
居
将
に
成
ら
ん
と
す
）」
で
あ

る
の
に
対
し
て
、『
草
堂
詩
餘
』
は
「
退
閑
」
と
す
る
。
別
集
は
詞
が
作
ら
れ
た
環
境
、『
草
堂
詩
餘
』
は
内
容
の
要
約
を
小
題
と
し
て

附
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
『
草
堂
詩
餘
』
が
附
す
小
題
の
傾
向
は
、
そ
の
「
分
類
」
と
い
う
体
例
と
お
そ
ら
く
最
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
作
品
を
主

題
に
よ
っ
て
分
類
す
る
場
合
、
作
品
が
創
作
さ
れ
た
情
況
よ
り
も
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
要
約
し
て
提
示
し
た
小
題
の
方
が
好
ま
れ
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
別
集
と
詞
選
集
の
作
者
や
作
品
保
存
に
対
す
る
意
識
の
差
を
見
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
可
能
か

も
し
れ
な
い
。

　

本
文
に
目
を
移
そ
う
。

●
一
枕
銀
屏
寒
怯
。
曲
岸
持
觴
、
垂
楊
立
馬
、
此
地
曽
経
別
。　
（『
草
堂
詩
餘
』）

　

一
夜
雲
屏
寒
怯
。
曲
岸
持
觴
、
垂
楊
繋
馬
、
此
地
曽
軽
別
。　
（『
稼
軒
詞
』）
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

●
旧
悵
春
江
流
不
尽
、
新
恨
雲
山
千
畳
。　
（『
草
堂
詩
餘
』）

　

旧
恨
春
江
流
未
断
（
流
不
断
）、
新
恨
雲
山
千
畳
。　
（『
稼
軒
詞
』）

　

音
の
類
似
（
銀yin―

雲yun

、
立li―

繋xi

）、
意
味
の
類
似
（
一
枕―

一
夜
、
流
不
尽―

流
未
断―

流
不
断
）、
音
と
字
形
両
方
の
類
似
（
経

jing―

軽qing

）
等
が
、
異
同
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
些
細
と
い
え
ば
些
細
な
異
同
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
特
に
一
つ
目
の
「
曽
経―

別
」「
曽―

軽
別
」
は
、
た
だ
一
字
が
異
な
る
だ
け
と
は
い
え
、
そ
れ
で
句
作
り
や
内
容
そ

の
も
の
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先
に
引

い
た
『
稼
軒
詞
』
范
開
序
文
が
辛
棄
疾
の
親
筆
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
編
ん
だ
と
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
詞
の
テ
キ
ス
ト
は
当
時
す

で
に
文
字
化
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
音
の
類
似
」
に
よ
る
異
同
は
、

少
な
く
と
も
テ
キ
ス
ト
の
伝
承
過
程
に
お
い
て
は
生
じ
得
な
い
。

　

他
の
例
も
見
て
お
こ
う
。『
草
堂
詩
餘
』
は
も
う
一
首
【
酹
江
月
】
を
収
録
す
る
。

　
　
【
酹
江
月
】「
西
湖
和
韻
」

晩
風
吹
雨
、戦
新
荷
声
乱
、明
珠
蒼
璧
。
誰
把
香
奩
収
宝
鏡
、雲
錦
周
遭
紅
碧
。
飛
鳥
翻
空
、遊
魚
吹
浪
、慣
聴
笙
歌
席
。
坐
中
豪
気
、

看
君
一
飲
千
石
。　
　

遥
想
処
士
風
流
、鶴
随
人
去
、已
作
飛
仙
客
。
茅
舎
竹
籬
今
在
否
、松
竹
已
非
疇
昔
。
欲
望
当
年
、望
湖
楼
下
、

水
与
雲
寛
窄
。
酔
中
休
問
、
断
腸
桃
葉
消
息
。　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
草
堂
詩
餘
』）

　
　
【
念
奴
嬌
】「
西
湖
和
人
韻
」

晩
風
吹
雨
、
戦
新
荷
声
乱
、
明
珠
蒼
璧
。
誰
把
香
奩
収
宝
鏡
、
雲
錦
紅
涵
湖
碧
（
雲
錦
周
遭
紅
碧
）。
飛
鳥
翻
空
、
遊
魚
吹
浪
、
慣
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趁
笙
歌
席
。
坐
中
豪
気
、
看
公
（
看
君
）
一
飲
千
石
。　
　

遥
想
処
士
風
流
、
鶴
随
人
去
、
老
作
飛
仙
伯
（
已
作
飛
仙
伯
）。
茅
舎
疎

籬
今
在
否
、
松
竹
已
非
疇
昔
。
欲
説
当
年
、
望
湖
楼
下
、
水
与
雲
寛
窄
。
酔
中
休
問
、
断
腸
桃
葉
消
息
。　
　
（『
稼
軒
詞
』）

　

詞
牌
名
の
異
同
に
つ
い
て
は
前
に
も
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
小
題
は
、『
稼
軒
詞
』
の
方
に
「
人
」
一
字
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
『
草
堂
詩
餘
』
が
何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
一
字
を
脱
落
さ
せ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
本
文
に
見
え
る
異
同
は
傍

線
で
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
が
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
参
照
し
て
生
じ
る
よ
う
な
種
類
の
も
の
で
な
い
こ
と
は

注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
首
目
の
【
酹
江
月
】
で
も
そ
の
傾
向
が
見
え
る
の
だ
が
、
こ
の
【
酹
江
月
】
に
お
い
て
も
、『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ

ス
ト
は
『
稼
軒
詞
』
と
遠
く
、『
長
短
句
』
に
一
致
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
気
づ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
れ
が
九
首
す
べ

て
の
辛
棄
疾
詞
に
あ
て
は
ま
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
と
し
て
テ
キ
ス
ト
の
継
承
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、『
稼
軒
詞
』
の
方
が
『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
に
一
致
す
る
場
合
も
あ
る
。

た
と
え
ば
先
に
挙
げ
た
【
祝
英
台
近
】。
こ
れ
を
『
草
堂
詩
餘
』
は
次
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
掲
載
す
る
。

　
　
【
祝
英
台
近
】「
春
晩
」

宝
釵
分
、桃
葉
渡
。
煙
柳
暗
南
浦
。
怕
上
層
楼
、十
日
九
風
雨
。
断
腸
点
点
飛
紅
、都
無
人
管
、倩
誰
喚
流
鴬
声
住
。　
　

鬢
辺
覷
。

試
把
花
卜
帰
期
、
纔
簪
又
重
数
。
羅
帳
灯
昏
、
哽
咽
夢
中
語
。
是
他
春
帯
愁
来
、
春
帰
何
処
。
又
不
解
帯
将
愁
去
。

　
『
稼
軒
詞
』
は
、
傍
線
部
を
そ
れ
ぞ
れ
「
断
腸
片
片
飛
紅
」「
心
期
」「
鳴
咽
」「
却
不
解
将
帯
帰
去
」
に
作
る
。
で
は
『
長
短
句
』
の
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

対
応
部
分
が
ど
う
か
と
い
う
と
、
最
初
の
傍
線
部
と
最
後
の
傍
線
部
の
「
又
」
を
『
稼
軒
詞
』
と
同
じ
「
断
腸
片
片
飛
紅
」「
却
」

に
作
る
ほ
か
は
、『
草
堂
詩
餘
』
と
同
じ
な
の
だ
が
、『
稼
軒
詞
』
が
『
草
堂
詩
餘
』
と
同
じ
に
作
る
前
闋
末
の
波
線
部
を
、『
長
短
句
』

は
却
っ
て
「
更
誰
勧
啼
鴬
声
住
」
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、小
題
は
『
稼
軒
詞
』『
長
短
句
』
が
同
じ
「
晩
春
」
に
作
り
、『
草

堂
詩
餘
』
の
「
春
晩
」
と
は
意
味
は
類
似
し
て
い
て
も
異
な
っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
異
同
を
一
覧
に
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
る
だ
ろ
う
。

テ
キ
ス
ト

小
題

本
文

『
草
堂
』

春
晩

断
腸
点
点
飛
紅

倩
誰
喚
流
鴬
声
住

帰
期

哽
咽

又
不
解
帯
将
愁
去

『
稼
軒
詞
』

晩
春

断
腸
片
片
飛
紅

倩
誰
喚
流
鴬
声
住

心
期

鳴
咽

却
不
解
将
帯
帰
去

『
長
短
句
』

晩
春

断
腸
片
片
飛
紅

更
誰
勧
啼
鴬
声
住

帰
期

哽
咽

却
不
解
帯
将
愁
去

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
結
局
『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
稼
軒
詞
』
と
も
『
長
短
句
』
と
も
異
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ

る
を
得
ま
い
。
と
い
う
こ
と
は
、『
草
堂
詩
餘
』
は
少
な
く
と
も
こ
の
現
存
の
異
な
っ
た
二
種
類
の
別
集
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
参

照
し
て
辛
棄
疾
詞
を
収
録
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
范
開
序
文
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
当
時
す
で
に
詞
テ
キ
ス
ト
の
伝
承
は
多
く
文
字
資
料
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
、『
草
堂
詩
餘
』
が
収
録
す
る
幾
人
か
の
作
品
テ
キ
ス
ト
の
淵
源
が
先
行
す
る
註
釈
書
等
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
た
場

合
、
辛
棄
疾
の
作
品
収
録
に
あ
た
っ
て
も
先
行
資
料
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
辛
棄
疾
詞
に
は
今
に
伝
わ

る
別
集
の
二
系
統
の
ほ
か
に
、『
草
堂
詩
餘
』
が
参
照
し
た
別
の
文
字
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、
そ
の
第
三
の
テ
キ
ス
ト
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
、
節
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
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二
、『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』

　
『
草
堂
詩
餘
』
は
一
体
ど
こ
か
ら
辛
棄
疾
詞
を
収
録
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
現
存
す
る
別
集
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
以
上
、
次
の
手
掛
か
り
と
な
り
う
る
の
は
当
時
の
詞
選
集
で
あ
ろ
う
。
南
宋
期
に
編
ま
れ
、
し
か
も
ま
と
ま
っ
た
数
の
辛
棄
疾
詞

を
収
録
す
る
現
存
の
詞
選
集
と
し
て
は
、
黄
昇
の
『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
を
ま
ず
筆
頭
に
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
は
、
同
じ
く
黄
昇
編
の
『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
と
あ
わ
せ
て
、『
花
庵
詞
選
』
と
総
称
さ
れ
る
。
こ
れ
は

両
書
の
編
者
黄
昇
の
号
「
花
庵
」
か
ら
採
ら
れ
た
呼
び
名
で
あ
る
。
正
名
の
通
り
、『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
は
唐
五
代
か
ら
南
宋
初

に
到
る
ま
で
の
、『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
に
は
南
宋
（
宋
朝
の
中
興
）
の
、そ
れ
ぞ
れ
詞
人
と
作
品
が
ほ
ぼ
時
代
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
花
庵
詞
選
』
は
、
後
代
に
は
「
詞
史
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
高
い
評
価
を
得
る⑭
。
こ
れ
に
は
、『
花
庵
詞
選
』
が
宋
末
ま
で
に
成
立
し
た

詩
の
総
集
や
選
集
に
多
い
、
作
者
ご
と
に
作
品
を
掲
載
す
る
人
物
本
位
の
体
例
を
採
る
こ
と⑮
、
姓
と
字
で
記
さ
れ
た
詞
人
名
の
下
に
註

記
の
形
で
本
名
や
貫
籍
・
経
歴
と
い
っ
た
情
報
が
し
ば
し
ば
附
さ
れ
る
こ
と⑯
、
こ
の
二
点
の
特
徴
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

　

こ
の
『
花
庵
詞
選
』
は
、
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
『
草
堂
詩
餘
』
と
の
密
接
な
関
係
を
想
定
し
う
る
書

物
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
黄
昇
が
『
花
庵
詞
選
』
の
中
で
著
し
た
按
語
や
作
者
の
伝
が
、「
玉
林
詞
選
云
」「
花
庵
詞

客
云
」
等
の
形
で
『
草
堂
詩
餘
』
の
中
に
二
十
則
以
上
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
言
え
る⑰
。
ま
た
、『
草
堂
詩
餘
』
に

収
録
さ
れ
る
詞
の
半
数
以
上
が
『
花
庵
詞
選
』
の
選
択
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
、
両
者
の
密
接
な
関
係
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
と
こ

ろ
が
、
こ
う
い
っ
た
詞
話
や
詞
人
の
共
有
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
両
者
の
具
体
的
な
作
品
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
草
堂
詩
餘
』
の
源
流
を
探
る
た
め
に
、
本
節
で
は
作
品
の
テ
キ
ス
ト
に
着
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

目
し
て
『
花
庵
詞
選
』
と
の
比
較
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
。

　
『
花
庵
詞
選
』
は
『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
の
巻
三
に
辛
棄
疾
詞
を
収
録
す
る
。
作
品
数
は
す
べ
て
四
十
二
首
。『
花
庵
詞
選
』
全
体

を
見
渡
し
た
と
き
、
こ
の
数
は
劉
克
荘
と
な
ら
ん
で
第
一
位
で
あ
る
。
辛
棄
疾
は
全
作
品
数
が
約
六
百
首
と
、
両
宋
を
通
じ
て
最
も
多

作
な
詞
人
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
で
も
相
対
的
に
見
て
黄
昇
が
辛
棄
疾
を
重
視
し
て
い
た
の
は
お
そ
ら
く
疑
い
を

容
れ
ま
い⑱
。
対
す
る
『
草
堂
詩
餘
』
は
前
節
で
挙
げ
た
よ
う
に
十
首
を
収
録
し
、そ
の
う
ち
『
花
庵
詞
選
』
と
共
通
す
る
の
は
や
は
り
【
金

菊
対
芙
蓉
】
を
除
く
九
首
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
前
節
で
別
集
と
テ
キ
ス
ト
比
較
を
行
っ
た
【
祝
英
台
近
】
を
見
て
み
よ
う
。『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
は
別
集
二
系
統
と

は
異
な
っ
て
い
た
。『
花
庵
詞
選
』
と
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か⑲
。

　
　
【
祝
英
台
近
】「
春
晩
」

宝
釵
分
、桃
葉
渡
。
煙
柳
暗
南
浦
。
怕
上
層
楼
、十
日
九
風
雨
。
断
腸
点
点
飛
紅
、都
無
人
管
、倩
誰
喚
流
鴬
声
住
。　
　

鬢
辺
覷
。

試
把
花
卜
帰
期
、
才
簪
又
重
数
。
羅
帳
灯
昏
、
哽
咽
夢
中
語
。
是
他
春
帯
愁
来
、
春
帰
何
処
。
又
不
解
、
帯
将
愁
去
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（『
草
堂
詩
餘
』）

　
　
【
祝
英
台
近
】「
春
晩
」

宝
釵
分
、桃
葉
度
。
煙
柳
暗
南
浦
。
怕
上
層
楼
、十
日
九
風
雨
。
断
腸
点
点
飛
紅
、都
無
人
管
、倩
誰
喚
流
鴬
声
住
。　
　

鬢
辺
覷
。

試
把
花
卜
帰
期
、
才
簪
又
重
数
。
羅
帳
灯
昏
、
哽
咽
夢
中
語
。
是
他
春
帯
愁
来
、
春
帰
何
処
。
又
不
解
、
帯
将
愁
去
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（『
花
庵
詞
選
』）
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前
闋
二
句
目
の
「
渡
」
を
「
度
」
に
作
る
が
、
こ
の
二
字
は
し
ば
し
ば
通
用
さ
れ
る
の
で
、
特
に
異
同
と
見
な
す
必
要
は
あ
る
ま
い
。

つ
ま
り
、
小
題
・
本
文
と
も
に
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
詞
の
ほ
か
に
【
鷓
鴣
天
】【
沁
園
春
】【
水
龍
吟
】
の
三
首
に

お
い
て
も
、
同
様
の
一
致
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
文
は
同
じ
だ
が
小
題
の
み
異
な
る
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
【
蝶
恋
花
】
の
小
題
を
『
草
堂
詩
餘
』
は
「
元
日
立
春
」
に
作

る
の
に
対
し
、『
花
庵
詞
選
』
は
「
戊
申
元
日
立
春
」、【
千
秋
歳
】
は
『
草
堂
詩
餘
』
が
「
寿
史
致
道
」、『
花
庵
詞
選
』
が
「
建
康
寿

史
致
道
」
に
作
る
。
い
ず
れ
も
、『
花
庵
詞
選
』
の
小
題
か
ら
干
支
と
地
名
を
省
い
た
も
の
が
『
草
堂
詩
餘
』
の
小
題
、
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。『
草
堂
詩
餘
』の
方
が
具
体
性･

個
別
性
と
い
う
点
で
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、注
意
し
て
お
き
た
い
。も
う
一
つ
の【
摸

魚
児
】
は
、『
草
堂
詩
餘
』
が
「
春
晩
」
と
す
る
の
に
対
し
て
『
花
庵
詞
選
』
が
「
暮
春
」
に
作
っ
て
お
り
、
前
二
首
と
は
異
な
っ
て
、

類
似
の
内
容
を
別
の
言
葉
で
表
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、『
草
堂
詩
餘
』
が
【
酹
江
月
】
と
い
う
詞
牌
名
で
収
録
し
て
い
た
残
り
の
二
首
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ま
ず
、『
花
庵
詞
選
』

は
こ
の
二
首
を
『
草
堂
詩
餘
』
と
同
じ
【
酹
江
月
】
と
い
う
名
で
収
録
し
て
い
る
。
次
い
で
小
題
を
見
る
と
、『
草
堂
詩
餘
』
が
「
春
恨
」

と
し
て
い
た
方
は
『
花
庵
詞
選
』
も
「
春
恨
」
に
作
り
、『
草
堂
詩
餘
』
が
「
西
湖
和
韻
」
と
し
て
い
た
方
は
『
花
庵
詞
選
』
は
「
西

湖
和
人
韻
」
と
す
る
。
最
後
に
本
文
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
「
帰
説
」
を
「
能
説
」
に
、
後
者
が
「
却
望
」
を
「
却
説
」
に
作
る
の
み

で
、
と
も
に
一
箇
所
の
異
同
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
ご
く
わ
ず
か
な
違
い
は
見
い
だ
せ
る
に
し
ろ
、『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
と
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
テ
キ

ス
ト
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
別
集
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花

庵
詞
選
』
が
完
全
に
一
致
す
る
も
の
の
う
ち
、
す
で
に
別
集
と
の
比
較
を
行
っ
た
【
祝
英
台
近
】
を
除
く
三
首
か
ら
見
て
み
よ
う
。
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

【
鷓
鴣
天
】
小
題
「
春
行
即
事
」（『
草
堂
』『
花
庵
』）

　
　
　
　
　
　
　
「
鵝
湖
帰
、
病
起
作
（
鵝
湖
よ
り
帰
り
、
病
起
こ
り
て
作
る
）」（
別
集
二
種
）

【
沁
園
春
】
小
題
「
退
閑
」（『
草
堂
』『
花
庵
』）

　
　
　
　
　
　
　
「
帯
湖
新
居
将
成
（
帯
湖
の
新
居
将
に
成
ら
ん
と
す
）」（
別
集
二
種
）、

　
　
　
　
　

本
文
前
闋
九
句
目
「
要
早
」（『
草
堂
』『
花
庵
』）
／
「
貴
早
」（
別
集
二
種
）

【
水
龍
吟
】
小
題
「
寿
韓
南
澗
（
韓
南
澗
を
寿
す
）」（『
草
堂
』『
花
庵
』）

　
　
　
　
　
　
　
「
為
韓
南
澗
尚
書
寿
甲
辰
歳
（
韓
南
澗
尚
書
の
為
に
甲
辰
の
歳
に
寿
す
）」（『
稼
軒
詞
』）

　
　
　
　
　
　
　
「
甲
辰
歳
寿
韓
南
澗
尚
書
（
甲
辰
の
歳
韓
南
澗
尚
書
を
寿
す
）」（『
長
短
句
』）

　
　
　
　
　

本
文
前
闋
末
句
「
君
知
否
」（『
草
堂
』『
花
庵
』『
稼
軒
詞
』）
／
「
公
知
否
」（『
長
短
句
』）

　
【
水
龍
吟
】
は
別
集
の
題
か
ら
干
支
を
省
略
す
れ
ば
『
草
堂
詩
餘
』『
花
庵
詞
選
』
の
題
と
な
り
、
ま
た
【
鷓
鴣
天
】【
沁
園
春
】
の

両
者
の
題
は
、
別
集
の
よ
う
な
詞
作
環
境
の
提
示
で
は
な
く
内
容
の
要
約
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
前
節
で
見
た
傾
向
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　

次
に
、
小
題
に
異
同
の
あ
る
三
首
。

テ
キ
ス
ト

【
蝶
恋
花
】
小
題

【
千
秋
歳
】
小
題

【
摸
魚
児
】
小
題

『
草
堂
』

元
日
立
春

寿
史
致
道

春
晩

『
花
庵
』

戊
申
元
日
立
春

建
康
寿
史
致
道

暮
春

『
稼
軒
詞
』

戊
申
元
日
立
春
席
間
作

為
金
陵
史
致
道
留
守
寿

淳
熙
己
亥
、
自
湖
北
漕
移
湖
南
同
官
、

王
正
之
置
酒
小
山
亭
、
為
賦
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『
長
短
句
』

元
日
立
春

金
陵
寿
史
帥
致
道
、
時
有

版
築
役

淳
熙
己
亥
、
自
湖
北
漕
移
湖
南
同
官
、

王
正
之
置
酒
小
山
亭
、
為
賦

　
『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
は
確
か
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
別
集
と
比
較
す
れ
ば
そ
の
違
い
は
は
る
か
に
些
細
と
言
え
よ
う
。

ま
た
こ
の
三
首
は
、
本
文
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
別
集
と
の
間
に
わ
ず
か
な
が
ら
異
同
を
確
認
で
き
る
。

【
蝶
恋
花
】
前
闋
末
句
「
為
花
長
抱
新
春
恨
」（『
草
堂
』『
花
庵
』）
／
「
為
花
長
把
新
春
恨
」（
別
集
二
種
）

【
千
秋
歳
】
後
闋
五
句
目
「
従
容
帷
幄
裏
」（『
草
堂
』『
花
庵
』）
／
「
従
容
帷
幄
去
」（
別
集
二
種
）

【
摸
魚
児
】
前
闋
四
句
目
「
長
怕
」（『
草
堂
』『
花
庵
』『
長
短
句
』）
／
「
長
恨
」（『
稼
軒
詞
』）

　
　
　
　

  

前
闋
八
句
目
「
無
帰
路
」（『
草
堂
』『
花
庵
』『
長
短
句
』）
／
「
迷
帰
路
」（『
稼
軒
詞
』）

　
　
　
　

  

後
闋
十
句
目
「
危
欄
」（『
草
堂
』『
花
庵
』『
長
短
句
』）
／
「
危
楼
」（『
稼
軒
詞
』）

　

最
後
に
、『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
が
本
文
に
も
異
同
を
持
っ
て
い
た
【
酹
江
月
】
二
首
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
間
の
異

同
を
一
覧
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
【
一
首
目
】

テ
キ
ス
ト

詞
牌
名

小
題

本
文

草
堂

酹
江
月

春
恨

一
枕
銀
屏

立
馬

曽
経
別

帰
説

曽
見

流
不
尽

花
庵

酹
江
月

春
恨

一
枕
銀
屏

立
馬

曽
経
別

能
説

曽
見

流
不
尽

稼
軒
詞

念
奴
嬌

書
東
流
村
壁

一
夜
雲
屏

繋
馬

曽
軽
別

能
説

長
見

流
未
断

長
短
句

念
奴
嬌

書
東
流
村
壁

一
夜
雲
屏

繋
馬

曽
軽
別

能
説

曽
見

流
不
断



―��―

『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

　
　
【
二
首
目
】（
詞
牌
名
は
同
右
）

テ
キ
ス
ト

小
題

本
文

草
堂

西
湖
和
韻

周
遭
紅
碧

慣
聴

看
君

已
作

飛
仙
客

竹
籬

却
望

花
庵

西
湖
和
人
韻

周
遭
紅
碧

慣
聴

看
君

已
作

飛
仙
客

竹
籬

却
説

稼
軒
詞

西
湖
和
人
韻

紅
涵
湖
碧

慣
趁

看
公

老
作

飛
仙
伯

疎
籬

却
説

長
短
句

西
湖
和
人
韻

周
遭
紅
碧

慣
趁

看
君

已
作

飛
仙
伯

疎
籬

却
説

　
『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
の
テ
キ
ス
ト
の
間
に
は
確
か
に
幾
つ
か
の
異
同
を
指
摘
し
得
る
も
の
の
、
別
集
と
の
間
に
見
ら
れ

る
異
同
と
比
較
す
れ
ば
、
や
は
り
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
程
度
の
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
比
較
か
ら
、『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
が
収
録
す
る
辛
棄
疾
詞
は
極
め
て
類
似
し
た
テ
キ
ス
ト
を
持
ち
、
し
か
も
そ

れ
は
別
集
二
系
統
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
で
は
そ
の
『
草
堂

詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
が
共
有
す
る
別
集
と
は
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
一
体
ど
こ
に
淵
源
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

も
し
仮
に
右
で
見
た
よ
う
な
現
象
、
つ
ま
り
小
題
が
別
集
の
そ
れ
に
比
べ
て
具
体
性
を
削
除
し
た
り
詞
の
内
容
を
要
約
す
る
よ
う
な

短
い
単
語
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
た
り
、
本
文
の
テ
キ
ス
ト
が
現
存
す
る
別
集
と
は
異
な
る
と
い
っ
た
現
象
が
、
辛
棄
疾
詞
だ
け
に
見

ら
れ
る
の
で
あ
れ
は
、
あ
る
い
は
辛
棄
疾
に
は
当
時
『
稼
軒
詞
』『
長
短
句
』
以
外
に
も
ま
た
別
集
が
存
在
し
、
そ
の
別
集
が
こ
の
別

の
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
て
、『
草
堂
詩
餘
』『
花
庵
詞
選
』
は
そ
れ
を
参
照
し
て
辛
詞
を
収
録
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ

が
、
少
な
く
と
も
現
存
す
る
資
料
の
中
に
そ
の
よ
う
な
別
集
が
存
在
し
た
と
い
う
記
録
や
痕
跡
を
見
出
せ
な
い⑳
。
そ
し
て
、
実
は
他
の

詞
人
の
作
品
に
つ
い
て
も
、『
草
堂
詩
餘
』『
花
庵
詞
選
』
と
別
集
の
間
に
、
辛
棄
疾
詞
と
同
様
の
現
象
を
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
張
元
幹（
字
は
仲
宗㉑
）の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
彼
の
詞
集
が
南
宋
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
直
斎
書
録
解
題
』に「
蘆
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川
詞
一
巻
、
三
山
張
元
幹
仲
宗
撰
」
と
著
録
が
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る㉒
。
次
に
挙
げ
る
の
は
張
元
幹
の
代
表
作
の
一
つ
、【
満

江
紅
】
で
あ
る
。

　
　
【
満
江
紅
】「
春
晩
」

春
水
連
天
、桃
花
浪
幾
番
風
悪
。
雲
乍
起
遠
山
遮
尽
、晩
風
還
作
。
緑
遍
芳
洲
生
杜
若
。
楚
帆
帯
雨
煙
中
落
。
認
向
来
沙
嘴
共
停
橈
、

傷
飃
泊
。　
　

寒
猶
在
、
衾
偏
薄
。
腸
欲
断
、
愁
難
著
。
倚
蓬
窓
無
寐
、
引
盃
孤
酌
。
寒
食
清
明
都
過
了
、
可
憐
辜
負
年
時
約
。

想
小
楼
日
日
望
帰
舟
、
人
如
削
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（『
草
堂
詩
餘
』）

　
『
花
庵
詞
選
』は
こ
の
詞
の
小
題
を「
旅
思
」と
す
る
が
、本
文
は『
草
堂
詩
餘
』と
完
全
に
一
致
す
る
。
却
っ
て
別
集
は
、「
自
豫
章
阻
風
、

呉
城
山
作
（
豫
章
よ
り
風
に
阻
ま
る
、
呉
城
山
に
て
作
る
）」
と
、
具
体
的
な
詞
作
環
境
を
小
題
と
し
て
附
す
ほ
か
、
本
文
の
傍
線
部
を
そ
れ

ぞ
れ
「
迷
天
」「
緑
巻
芳
洲
」「
数
帆
」「
傍
向
来
」「
都
過
却
」「
最
憐
軽
負
」「
終
日
」
に
作
る
。
こ
の
小
題
の
変
更
が
辛
棄
疾
詞
【
摸

魚
児
】
等
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
た
、【
石
州
慢
（
寒
水
依
痕
）】
に
つ
い
て
も
、
小
題
・
本
文
と
も
に
『
草

堂
詩
餘
』
は
別
集
よ
り
も
『
花
庵
詞
選
』
と
近
い㉓
。
つ
ま
り
、
彼
の
詞
も
辛
棄
疾
詞
と
同
様
に
『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
と
が

テ
キ
ス
ト
を
ほ
ぼ
共
有
し
、
そ
れ
は
別
集
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
人
、
劉
克
荘
の
詞
も
見
て
お
こ
う㉔
。
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
花
庵
詞
選
』
は
劉
詞
を
辛
棄
疾
と
同
じ
四
十
二
首
収

録
す
る
。
他
方
『
草
堂
詩
餘
』
は
そ
の
う
ち
た
っ
た
の
一
首
を
収
め
る
に
と
ど
ま
る
の
だ
が
、
そ
の
た
っ
た
一
首
の
テ
キ
ス
ト
が
、
や

は
り
辛
・
張
詞
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
異
同
の
集
中
し
て
い
る
前
半
の
み
を
以
下
に
示
す
。



―��―

『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

　
　
【
賀
新
郎
】

深
院
榴
花
吐
。
画
簾
開
綵
衣
紈
扇
、
午
風
清
暑
。
児
女
紛
紛
新
結
束
、
時
様
釵
符
艾
虎
。
早
已
有
游
人
観
渡
。
老
大
逢
場
慵
作
戯
、

任
白
頭
年
少
争
旗
鼓
。
渓
雨
急
、
浪
花
舞
。

　
『
花
庵
詞
選
』
と
別
集
は
と
も
に
、
こ
の
詞
の
小
題
を
「
端
午
」
と
す
る
。『
草
堂
詩
餘
』
に
は
小
題
は
な
い
が
、
こ
れ
を
後
集
巻
上

「
節
序
」「
端
午
」
の
類
目
中
に
収
め
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
詞
の
理
解
は
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
本
文
に

目
を
移
す
と
、『
花
庵
詞
選
』
が
『
草
堂
詩
餘
』
と
完
全
に
一
致
す
る
の
に
対
し
、別
集
は
傍
線
部
を
「
綀
衣
紈
扇
」「
夸
結
束
」「
新
様
」

「
任
陌
頭
」
に
作
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
辛
棄
疾
詞
以
外
で
も
『
草
堂
詩
餘
』
と
『
花
庵
詞
選
』
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
一
致
を
見
、
し
か
も
そ
れ
は
各
人
の
別

集
が
持
つ
テ
キ
ス
ト
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
作
品
の
重
複
具
合
や
詞
話
と
し
て
引
用
さ
れ
る
黄
昇
の
按
語
の
多
さ

か
ら
見
て
も
、
両
者
の
密
接
な
関
係
は
容
易
に
推
測
で
き
る
、
で
は
、『
草
堂
詩
餘
』
は
直
接
『
花
庵
詞
選
』
を
参
照
し
て
編
纂
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

答
え
は
恐
ら
く
否
で
あ
る
。
第
一
に
、『
花
庵
詞
選
』
と
『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
書
写
の
過
程
で
誤
ら
れ
た
り
脱
落
し
た

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
に
し
ろ
、
完
全
に
同
じ
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
本
節
で
挙
げ
た
幾
つ
か
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第

二
に
、
詞
話
と
し
て
『
草
堂
詩
餘
』
が
引
用
す
る
『
花
庵
詞
選
』
の
按
語
や
小
伝
が
し
ば
し
ば
形
を
変
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
次
の
一

文
を
み
て
み
よ
う
。

玉
林
詞
選
云
、
公
東
都
故
老
、
及
見
中
興
之
盛
者
。
詞
多
感
慨
。
庚
寅
春
奉
使
過
京
師
作
【
金
人
捧
露
盤
】【
憶
秦
娥
】
等
曲
、
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悽
然
有
黍
离
之
悲
。
如
邯
鄲
道
上
望
叢
台
有
感
作
【
憶
秦
娥
】
云
、「
…
（
本
文
略
）
…
」
亦
有
感
概
、
故
併
録
之
。

　

こ
れ
は
、『
草
堂
詩
餘
』
前
集
巻
上
が
収
録
す
る
曽
純
甫
（
名
は
覿
）【
金
人
捧
露
盤
（
記
神
京
）】
に
附
さ
れ
た
詞
話
で
あ
る
。「
玉
林
詞
選
」

と
は
す
な
わ
ち
『
花
庵
詞
選
』
の
こ
と
（
玉
林
は
黄
昇
の
号
）。『
花
庵
詞
選
』
は
『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
巻
一
に
曽
純
甫
の
詞
十
四
首

を
収
め
、
そ
の
う
ち
第
一
首
目
が
こ
の
【
金
人
捧
露
盤
】
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
上
の
よ
う
な
詞
話
が
附
さ
れ
て
は
い
な
い
。
実
は
波
線

を
引
い
た
部
分
は
曽
純
甫
の
名
前
の
下
に
著
さ
れ
た
小
伝
の
一
部
で
あ
る
。
傍
線
部
は
順
に
【
金
人
捧
露
盤
】
と
曽
詞
の
第
三
首
目
と

し
て
引
か
れ
て
い
る
【
憶
秦
娥
】
小
題
、そ
し
て
【
憶
秦
娥
】
の
本
文
も
丸
ご
と
詞
話
中
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

た
し
か
に
『
花
庵
詞
選
』
中
に
『
草
堂
詩
餘
』
が
附
す
詞
話
の
す
べ
て
の
要
素
は
揃
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
、

置
き
換
え
ら
れ
、
ま
た
処
処
に
補
足
の
文
字
が
加
え
ら
れ
、
最
後
は
「
亦
有
感
概
、
故
併
録
之
（
亦
た
感
慨
有
り
、
故
に
併
せ
て
之
を
録
す
）」

と
い
う
編
者
の
言
葉
ら
し
き
語
に
よ
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
草
堂
詩
餘
』
の
引
用
す
る
詞
話
は
、
多
少
の
文
字
の
異
同
は
あ
れ
、
そ
の
多
く
が
元
に
な
っ
た
書
物
か
ら
丸
ご
と
移
植
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
花
庵
詞
選
』
に
対
し
て
は
、
し
ば
し
ば
こ
う
い
っ
た
一
種
の
「
操
作
」
が
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。『
草
堂

詩
餘
』
全
体
の
性
格
か
ら
見
た
場
合
、
こ
の
「
操
作
」
は
独
自
に
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
す
で
に
そ
う
い
う
形
に
操

作
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
、『
草
堂
詩
餘
』
は
そ
れ
を
流
用
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、『
草
堂
詩
餘
』
は
収
録
作
品
と
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
『
花
庵
詞
選
』
と
か
な
り
の
一
致
を
み
せ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
花

庵
詞
選
』
が
収
録
し
な
い
詞
も
収
録
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
採
り
上
げ
た
辛
棄
疾
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
十
首
中
九
首
ま
で
が
一
致

す
る
が
、
残
り
の
一
首
【
金
菊
対
芙
蓉
】
は
『
草
堂
詩
餘
』
の
み
が
保
存
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
稿
で
採
り
上
げ
た
柳

永
に
も
、『
花
庵
詞
選
』
と
収
録
の
重
な
ら
な
い
作
品
が
複
数
存
在
し
て
い
る㉕
。
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こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
の
は
、『
花
庵
詞
選
』
と
『
草
堂
詩
餘
』
の
間
に
は
更
に
別
の
「
詞
選
集
」
が
存
在
し
て
い
た

可
能
性
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
詞
選
集
も
両
者
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
系
統
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
、『
草
堂

詩
餘
』
は
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
杜
撰
さ
を
時
に
指
摘
さ
れ
て
き
た㉖
。
確
か
に
別
集
の
テ
キ
ス
ト
を
是
と
し
、
総
集
や
選
集
を
編
む
場
合
に

は
最
も
良
い
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、『
草
堂
詩
餘
』
は
極
め
て
「
杜
撰
」
な
詞
選
集
と
い
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
別
集
と
の
間
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
の
異
同
は
、
本
当
に
『
草
堂
詩
餘
』
編
者
に
よ
る
「
杜
撰
」
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
の
多
く
が
『
花
庵
詞
選
』
と
共
有
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
両
者
の
他
に
も
ま
だ
同
じ
テ
キ
ス
ト
系
統
を
持
っ
た
詞
選
集
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に

説
明
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
結
局
の
と
こ
ろ
、『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
は
別
集
の
系
統
か
ら
外
れ
た
「
杜
撰
」
な
も
の
と
し
て
捉
え

る
よ
り
も
、『
花
庵
詞
選
』
等
と
と
も
に
別
集
と
は
別
の
「
流
れ
」
の
中
に
位
置
す
る
も
の
と
捉
え
る
方
が
、
む
し
ろ
実
情
に
近
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、『
花
庵
詞
選
』『
草
堂
詩
餘
』
等
が
共
有
す
る
別
集
と
は
異
な
っ
た
「
流
れ
」
と
は
何
か
。
そ
れ
を
考
え
る
手
掛
か
り
の
一
つ

と
な
る
の
は
、
黄
昇
自
身
が
著
し
た
『
花
庵
詞
選
』
序
文
で
あ
る
。

長
短
句
始
於
唐
、
盛
於
宋
。
唐
詞
具
載
花
間
集
、
宋
詞
多
見
於
曽
端
伯
所
編
、
而
復
雅
一
集
又
兼
采
唐
宋
迄
於
宣
和
之
季
、
凡

四
千
三
百
余
首
。
吁
、
亦
備
矣
。
況
中
興
以
来
、
作
者
継
出
、
及
乎
近
世
人
各
有
詞
、
詞
各
有
体
、
知
之
而
未
見
、
見
之
而
未
尽
者
、

不
勝
算
也
。
暇
日
裒
集
得
数
百
家
、
名
之
曰
絶
妙
詞
選
。
佳
詞
豈
能
尽
録
、
亦
嘗
鼎
一
臠
而
已㉗
。

長
短
句
は
唐
に
始
ま
り
、
宋
に
盛
ん
な
り
。
唐
詞
は
具
さ
に
花
間
集
に
載
り
、
宋
詞
は
多
く
曽
端
伯
の
編
す
る
所
に
見
え
、
而

し
て
復
雅
の
一
集
は
又
た
兼
ね
て
唐
宋
を
采
り
て
宣
和
の
季
に
迄お
よ

び
、
凡
て
四
千
三
百
余
首
な
り
。
吁あ
あ

、
亦
た
備
わ
れ
る
か
な
。
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況
ん
や
中
興
以
来
、
作
者
継
出
し
、
近
世
に
及
ぶ
や
人
に
各
お
の
詞
有
り
、
詞
に
各
お
の
体
有
り
て
、
之
を
知
り
て
未
だ
見
ず
、

之
を
見
て
未
だ
尽
き
ざ
る
者
は
、
算
う
る
に
勝
え
ざ
る
な
り
。
暇
日
裒
集
し
て
数
百
家
を
得
、
之
を
名
づ
け
て
絶
妙
詞
選
と
曰

う
。
佳
詞
豈
に
能
く
尽
く
録
さ
ん
や
、
亦
た
鼎
の
一
臠
を
嘗
む
る
の
み
。

　

こ
の
中
で
黄
昇
は
、
彼
が
選
集
を
編
む
以
前
に
存
在
し
、
お
そ
ら
く
彼
自
身
も
目
を
通
し
た
の
で
あ
ろ
う
詞
選
集
と
し
て
、『
花
間

集
』「
曽
端
伯
所
編
」「
復
雅
一
集
」
と
い
う
三
つ
の
名
を
挙
げ
る
。『
花
間
集
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
五
代
後
蜀
・
趙
崇
祚
に
よ
っ
て

編
ま
れ
た
選
集
で
あ
り
、
唐
五
代
詞
の
最
も
ま
と
ま
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
宋
詞
の
「
曽
端
伯
所
編
」
と
は
、
南
宋
・
曽
慥
編
の

『
楽
府
雅
詞
』（
端
伯
は
曽
慥
の
字
）
を
指
し
、
そ
の
名
の
通
り
欧
陽
脩
を
は
じ
め
と
す
る
北
宋
の
名
家
の
「
雅
詞
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
唐
宋
詞
と
も
に
収
録
す
る
も
の
と
し
て
挙
げ
る
「
復
雅
一
集
」
は
、
鯛
陽
居
士
な
る
人
物
の
序
と
本
文
の
断
片
の
み
が
様
々

な
書
物
に
引
用
さ
れ
て
残
る
『
復
雅
歌
詞
』
と
題
さ
れ
た
詞
選
集
を
指
す
だ
ろ
う㉘
。『
復
雅
歌
詞
』
は
唐
五
代
か
ら
北
宋
末
ま
で
の
約

四
千
三
百
首
を
収
録
す
る
、
と
黄
昇
は
言
う
。
現
存
し
な
い
た
め
、
こ
の
集
の
全
体
像
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
が
、
も
し
も
そ
の
数
が

事
実
だ
と
す
れ
ば
、『
草
堂
詩
餘
』
の
収
録
数
が
四
百
首
に
満
た
ず
、『
花
庵
詞
選
』
で
も
全
体
で
千
二
百
余
首
で
あ
る
の
と
は
、
ま
る

で
桁
違
い
の
大
部
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
選
集
と
言
う
よ
り
、
北
宋
末
ま
で
の
詞
作
の
総
集
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い㉙
。

　

次
い
で
黄
昇
は
、
宋
の
中
興
、
つ
ま
り
南
宋
に
入
っ
て
か
ら
は
、
詞
人
・
詞
作
と
も
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
す
べ
て
を
見
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
ほ
ど
の
情
況
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
選
び
集
め
て
詞
選
集
を
編
ん
で
み
た
が
、
佳

詞
を
網
羅
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
弁
明
す
る
の
で
あ
る
。

　

黄
昇
が
『
花
庵
詞
選
』
を
編
む
に
当
た
っ
て
先
行
す
る
諸
詞
集
か
ら
詞
を
受
容
し
取
捨
選
択
し
た
ら
し
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
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ろ
う
。
し
か
も
、
黄
昇
が
序
文
の
中
で
北
宋
末
ま
で
の
詞
籍
と
し
て
挙
げ
る
の
が
い
ず
れ
も
選
集
で
あ
る
こ
と
は
、
極
め
て
示
唆
的
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
当
時
別
集
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
直
斎
書
録
解
題
』
等
南
宋
期
の
書
目
を
繰
れ
ば
、
詞
の
別

集
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
黄
昇
は
そ
う
い
っ
た
別
集
に
つ
い
て
は
作
者
小
伝
の
中
で
ご
く
稀
に
存
在
に
言
及
す
る
こ
と

が
あ
る
に
過
ぎ
な
い㉚
。
つ
ま
り
、
黄
昇
は
詞
人
に
よ
っ
て
は
別
集
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の
場
合
は

選
集
か
ら
作
品
を
選
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
興
味
深
い
の
は
、「
は
じ
め
に
」
の
部
分
で
述
べ
た
よ
う
に
、
祖
本
『
草

堂
詩
餘
』
が
『
花
庵
詞
選
』
以
前
に
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黄
昇
が
そ
れ
に
つ
い
て
は
序
文
の
中
で
一

言
も
触
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
黄
昇
が
『
草
堂
詩
餘
』
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
あ
る
い
は
当
時
上
述

の
も
の
以
外
に
非
常
に
多
く
の
詞
選
集
が
存
在
し
、
祖
本
『
草
堂
詩
餘
』
も
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

三
、
小
結

　

最
後
に
、
南
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
編
ま
れ
た
書
目
の
著
録
を
も
と
に
、『
花
庵
詞
選
』
や
『
草
堂
詩
餘
』
が
成
立
す
る
以
前
お
よ

び
同
時
代
の
詞
選
集
の
刊
行
情
況
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
時
期
の
主
な
書
目
と
し
て
は
、先
に
も
何
度
か
言
及
し
た
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
の
ほ
か
、晁
公
武
の
『
郡
斎
読
書
志
』、『
宋

史
』「
芸
文
志
」、
馬
端
臨
『
文
献
通
考
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、『
郡
斎
読
書
志
』
と
『
宋
史
』「
芸
文
志
」
に
は
、
詞
の
別
集

は
幾
つ
か
収
録
さ
れ
る
も
の
の
、選
集
に
つ
い
て
は
詩
文
の
そ
れ
が
名
を
連
ね
る
に
と
ど
ま
る㉛
。
ま
た
『
文
献
通
考
』
に
は
「
歌
詞
類
」

と
題
さ
れ
た
一
巻
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
は
実
は
『
直
斎
書
録
解
題
』
の
ほ
ぼ
引
き
写
し
と
言
っ
て
よ
い㉜
。
結
局
、
元
代
ま
で
の
主
な
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書
目
で
詞
の
選
集
を
著
録
す
る
の
は
、『
直
斎
書
録
解
題
』
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る㉝
。
そ
こ
で
、『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
二
一
が
載
せ

る
書
名
と
そ
の
解
題
を
以
下
に
示
す
。

『
楽
府
雅
詞
』
三
巻
『
拾
遺
』
二
巻㉞　
　

曽
慥
編
。

『
復
雅
歌
詞
』
五
十
巻　
　

題
鯛
陽
居
士
序
、
不
著
姓
名
、
末
巻
言
宮
詞
音
律
頗
詳
然
、
多
有
調
而
無
曲 

（
鯛
陽
居
士
序
と
題
す
、
姓

名
を
著
さ
ず
、
末
巻
は
宮
詞
音
律
を
言
う
こ
と
頗
る
詳
然
た
り
、
多
く
は
調
有
り
て
曲
無
し
）。

『
草
堂
詩
餘
』
二
巻

『
類
分
楽
章
』
二
十
巻

『
群
公
詩
餘
前
後
編
』
二
十
二
巻

『
五
十
大
曲
』
十
六
巻

『
万
曲
類
編
』
十
巻　
　

皆
書
坊
編
集
者
。

『
陽
春
白
雪
』
五
巻　
　

趙
稡
夫
編
。
取
草
堂
詩
餘
所
遺
、
以
及
近
人
之
詞
（
草
堂
詩
餘
の
遺
す
所
を
取
り
、
以
っ
て
近
人
の
詞
に
及
ぶ
）。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、『
草
堂
詩
餘
』
を
除
い
て
現
在
な
お
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、『
楽
府
雅
詞
』『
陽
春
白
雪
』
の
二
種
類

で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
両
者
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

　
『
楽
府
雅
詞
』
は
南
宋
・
曽
慥
の
編
に
か
か
る
詞
選
集
で
、
紹
興
十
六
年
（
一
一
四
六
）
の
自
序
を
持
つ
。
そ
の
中
で
曽
慥
は
、
こ
の

集
に
採
っ
た
作
品
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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余
所
蔵
名
公
長
短
句
、
裒
合
成
篇
、
或
後
或
先
、
非
有
詮
次
。
多
是
一
家
、
難
分
優
劣
。
渉
諧
謔
則
去
之
、
名
曰
『
楽
府
雅
詞
』。

…
…
凡
三
十
有
四
家
、
雖
女
流
亦
不
廃㉟
。

余
の
蔵
す
る
所
の
名
公
の
長
短
句
、
裒
合
し
て
篇
を
成
し
、
或
い
は
後
に
或
い
は
先
に
あ
り
て
、
詮
次
有
る
に
非
ず
。
多
く
は

是
れ
一
家
た
り
て
、
優
劣
は
分
か
ち
難
し
。
諧
謔
に
渉
る
は
則
ち
之
を
去
る
、
名
づ
け
て
『
楽
府
雅
詞
』
と
曰
う
。
…
…
凡
て

三
十
有
四
家
、
女
流
と
雖
も
亦
た
廃
せ
ず
。

　
「
名
公
」
の
作
品
で
あ
っ
て
、「
諧
謔
に
渉
」
ら
な
い
も
の
。
そ
れ
が
曽
慥
が
こ
の
選
集
を
編
む
に
当
た
っ
て
採
っ
た
収
録
基
準
で
あ
っ

た
。
収
録
さ
れ
る
三
十
四
人
の
中
に
は
、
李
清
照
の
よ
う
な
女
流
や
毛
沢
民
・
王
履
道
の
よ
う
な
今
日
で
は
必
ず
し
も
有
名
で
な
い
人

物
が
含
ま
れ
る
一
方
で
、
柳
永
や
蘇
軾
・
秦
観
と
い
っ
た
北
宋
の
名
家
の
名
は
見
え
な
い
。「
名
公
」
と
い
い
な
が
ら
こ
の
偏
り
が
生

じ
た
理
由
は
今
と
な
っ
て
は
知
り
よ
う
も
な
い
が
、
あ
る
い
は
曽
慥
の
詞
観
が
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
草
堂

詩
餘
』
と
収
録
が
重
な
る
作
品
も
あ
る
も
の
の
、
テ
キ
ス
ト
的
に
は
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

　

次
に
『
陽
春
白
雪
』。
こ
の
選
集
は
編
者
趙
聞
礼
が
生
卒
年
不
詳
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
序
跋
も
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
正

確
な
出
版
年
代
が
分
か
ら
な
い
。
選
ば
れ
て
い
る
作
品
の
年
代
が
淳
祐
十
年
（
一
二
五
〇
）
頃
を
下
限
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

成
立
は
そ
こ
か
ら
そ
れ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
こ
れ
は
『
花
庵
詞
選
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
㊱

）。
収
録
す
る
作
品

に
つ
い
て
、
解
題
に
は
「『
草
堂
詩
餘
』
の
遺
す
所
を
取
る
」
と
い
う
。
こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
『
草
堂
詩
餘
』
と
は
、
直
前
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
『
草
堂
詩
餘
』
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
現
行
の
『
草
堂
詩
餘
』
と
『
陽
春
白
雪
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
重
複

は
十
首
に
も
満
た
な
い㊲
。
こ
の
事
実
は
、『
陽
春
白
雪
』
が
編
ま
れ
、陳
振
孫
が
『
直
斎
書
録
解
題
』
を
著
し
た
頃
に
は
、す
で
に
現
『
草

堂
詩
餘
』
に
ほ
ぼ
近
い
形
の
『
草
堂
詩
餘
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
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さ
て
、こ
の
二
種
以
外
に
前
節
末
で
言
及
し
た
『
復
雅
歌
詞
』
に
も
、近
人
趙
万
里
に
よ
る
輯
本
が
存
在
す
る㊳
。
趙
氏
は
『
復
雅
歌
詞
』

の
原
形
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
。

明
刻
『
重
校
北
西
廂
記
』
引
李
邴
【
調
笑
令
】、云
出
『
復
雅
歌
詞
』
後
集
、知
其
書
又
分
前
後
集
。
観
陳
元
靚
『
歳
時
広
記
』
所
引
、

知
其
体
例
与
『
本
事
曲
子
集
』『
古
今
詞
話
』
及
『
本
事
詞
』『
詩
詞
記
事
』（
倶
引
見
『
歳
時
広
記
』）
相
類
似
、同
可
視
為
最
古
之
『
詞

林
記
事
』㊴
。

明
刻
『
重
校
北
西
廂
記
』
引
く
李
邴
【
調
笑
令
】
は
、『
復
雅
歌
詞
』
後
集
に
出
る
と
云
い
、
其
の
書
の
又
た
前
後
集
に
分
か

た
る
る
を
知
る
。
陳
元
靚
『
歳
時
広
記
』
に
引
く
所
を
観
る
に
、其
の
体
例
の
『
本
事
曲
子
集
』『
古
今
詞
話
』
及
び
『
本
事
詞
』

『
詩
詞
記
事
』（
倶
に
『
歳
時
広
記
』
に
引
見
す
）
と
相
い
類
似
す
る
を
知
る
、
同
に
最
古
の
『
詞
林
記
事
』
と
視
為
す
べ
し
。

　
『
復
雅
歌
詞
』
は
単
な
る
選
集
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
詞
話
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
い
う
。
し
か
も
、

こ
の
書
物
は
黄
昇
が
述
べ
る
よ
う
に
四
千
三
百
首
も
の
作
品
を
収
め
て
い
た
。
そ
の
作
品
排
列
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
（
人
物
本
位
か
、
分
類
か
）
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
詞
話
を
伴
う
」
ら
し
い
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
種
網
羅
的
な
側

面
の
強
い
『
草
堂
詩
餘
』
に
類
し
た
選
集
を
想
像
す
れ
ば
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
『
類
分
楽
章
』『
群
公
詩
余
』
に
つ
い
て
は
、『
復
雅
歌
詞
』
の
よ
う
に
手
掛
か
り
と
な
り
う
る
断
片
す
ら
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ

の
姿
に
つ
い
て
は
何
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
し
か
な
い
。
た
だ
そ
の
名
称
か
ら
、
前
者
は
『
草
堂
詩
餘
』
の
よ
う
な
分
類
編
次
（『
草
堂

詩
餘
』
の
正
名
は
『
類
選
羣
英
草
堂
詩
餘
』）、
後
者
は
『
花
庵
詞
選
』
と
類
似
し
た
人
物
本
位
の
、
そ
れ
ぞ
れ
体
裁
を
採
る
選
集
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

　

ま
た
、『
直
斎
書
録
解
題
』に
は
著
録
さ
れ
な
い
が
、南
宋
末
の
詞
選
集
で
重
要
な
も
の
に
周
密
（
一
二
三
二
～
一
二
九
八
）
の『
絶
妙
好
詞
』

が
あ
る㊵
。
全
七
巻
、
張
孝
祥
に
始
ま
り
仇
遠
に
終
わ
る
南
宋
詞
人
お
よ
そ
百
三
十
家
、
約
四
百
首
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
は

非
常
に
早
く
に
一
旦
伝
が
途
絶
え
る
の
だ
が
、
清
朝
期
に
入
っ
て
か
ら
「
再
発
見
」
さ
れ
、
査
為
仁
・
厲
鶚
に
よ
る
箋
註
本
『
絶
妙
好

詞
箋
』
の
形
で
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
序
跋
等
が
無
い
代
わ
り
に
、張
炎
『
詞
源
』「
雑
論
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
残
っ

て
い
る㊶
。

近
代
詞
人
用
巧
者
多
。
如
『
陽
春
白
雪
』
集
、如
『
絶
妙
詞
選
』、亦
自
可
観
。
但
所
取
不
精
一
、豈
若
周
草
窓
所
選
『
絶
妙
好
詞
』

之
為
精
粋
。
惜
此
板
不
存
、
恐
墨
本
亦
有
好
事
者
蔵
之
。

近
代
の
詞
人
は
巧
を
用
い
る
者
多
し
。『
陽
春
白
雪
』
の
集
の
如
き
、『
絶
妙
詞
選
』
の
如
き
は
、
亦
た
自
ず
か
ら
観
る
べ
し
。

但
だ
取
る
所
は
精
一
な
ら
ず
、
豈
に
周
草
窓
（
周
密
の
号
）
選
ぶ
所
の
『
絶
妙
好
詞
』
の
精
粋
と
為
す
に
若
か
ん
や
。
惜
し
む

ら
く
は
此
の
板
存
せ
ず
、
恐
ら
く
は
墨
本
も
亦
た
好
事
の
者
の
之
を
蔵
す
有
ら
ん
。

　

こ
こ
で
は
、『
陽
春
白
雪
』
や
『
絶
妙
詞
選
』（『
花
庵
詞
選
』
の
こ
と
）
と
比
較
し
て
、『
絶
妙
好
詞
』
は
近
代
（
南
宋
末
か
ら
元
初
を
指
す
だ
ろ
う
）

詞
人
の
優
れ
た
作
品
を
多
く
収
録
す
る
こ
と
、
そ
の
版
木
が
す
で
に
失
わ
れ
、
墨
本
も
好
事
家
に
よ
っ
て
秘
蔵
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
る㊷
。
こ
の
『
絶
妙
好
詞
』
と
『
草
堂
詩
餘
』
と
の
間
に
は
、
作
品
の
重
複
が
極
め
て
少
な
い㊸
。

　

現
『
草
堂
詩
餘
』
の
来
源
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
現
存
資
料
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う

し
か
な
い
。
た
だ
、『
草
堂
詩
餘
』
の
テ
キ
ス
ト
が
ど
れ
ほ
ど
別
集
と
異
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
な
ん
ら
か
の
文
字
化
さ
れ
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た
資
料
か
ら
引
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
動
く
ま
い
。『
草
堂
詩
餘
』
が
『
花
庵
詞
選
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
系
統
を

共
有
す
る
資
料
を
持
つ
こ
と
、
范
開
の
序
文
が
示
唆
す
る
よ
う
に
当
時
詞
の
テ
キ
ス
ト
伝
承
は
書
面
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
と
の
認

識
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
有
力
な
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
田
勇
次
郎
氏
が
『
草
堂
詩
餘
』
の
元
・
至
正
十
一
年
刊
本
に

「
建
安
古
梅
何
士
信
君
実
編
選
」
の
一
行
が
あ
り
、『
花
庵
詞
選
』
の
編
者
黄
昇
や
『
詳
註
周
美
成
詞
片
玉
集
』
の
校
正
者
蔡
慶
之㊹
と
い
っ

た
『
草
堂
詩
餘
』
に
関
係
の
深
い
人
物
が
い
ず
れ
も
建
安
の
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
草
堂
詩
餘
』
の
編
纂
は
「
建
安
と
極
め
て
密
接

な
関
係
に
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば㊺
、
そ
の
文
字
化
さ
れ
た
資
料
と
は
、
現
存
し
な
い
が
や
は
り
建
安

と
い
う
地
域
で
編
纂
さ
れ
た
「
詞
選
集
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
、
恐
ら
く
も
っ
と
も
高
い
の
で
あ
る㊻
。

　

注
①　

王
楙
『
野
客
叢
書
』
の
最
初
の
自
序
は
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
加
筆
を
経
て
嘉
泰
二
年
に
再
び
自
序
が
書
か
れ

て
い
る
。『
草
堂
詩
餘
』
へ
の
言
及
が
見
え
る
の
は
第
二
十
四
巻
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
張
仲
宗
【
満
江
紅
】
に
附
さ
れ
た
註
に
つ
い
て
の
考
証
が
行
わ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
張
仲
宗
詞
は
現
存
す
る
最
古
の
『
草
堂
詩
餘
』
刊
本
に
は
見
え
ず
、
却
っ
て
明
・
顧
従
敬
刊
本
（
顧
氏
は
家
蔵
の
宋
本
を

参
照
し
た
と
い
う
）
に
収
録
さ
れ
る
。

②　

中
田
勇
次
郎
「『
草
堂
詩
餘
』
版
本
の
研
究
」（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
第
四
号
、一
九
五
一
年
。
後
に
『
読
詞
叢
考
』（
創
文
社
、一
九
九
八
年
）
所
収
）

参
照
。

③　

中
田
氏
は
前
掲
論
文
に
於
い
て
、
一
二
〇
〇
年
頃
に
存
在
し
て
い
た
『
草
堂
詩
餘
』
の
祖
本
は
一
旦
断
絶
、
そ
の
後
、
別
に
註
釈
や
詞
話
の
つ
い
た

詞
選
集
が
行
わ
れ
て
、
一
二
五
〇
年
頃
に
現
『
草
堂
詩
餘
』
の
も
と
と
な
る
刊
本
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
、『
直
斎
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

書
録
解
題
』
の
著
録
す
る
「『
草
堂
詩
餘
』
二
巻
」
が
そ
の
祖
本
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。

④　

拙
稿
「『
草
堂
詩
餘
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
風
絮
』
第
三
号
、二
〇
〇
七
年
）、「『
草
堂
詩
餘
』
と
書
会
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
九
集
、

二
〇
〇
七
年
）、「『
草
堂
詩
餘
』
と
柳
永
」（『
橄
欖
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）。

⑤　

辛
棄
疾
の
生
涯
に
つ
い
て
の
考
証
は
、鄧
広
銘『
辛
稼
軒
年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、初
版
は
一
九
四
七
年
。
筆
者
は
一
九
九
七
年
増
訂
本
を
参
照
し
た
）

が
最
も
精
密
で
詳
細
と
さ
れ
る
。
ま
た
、最
近
発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
と
し
て
は
、村
上
哲
見
『
宋
詞
研
究
─
南
宋
篇
』
第
二
章
「
辛
稼
軒
詞
論
」
が
あ
る
。

⑥　

宋
代
の
多
作
な
詞
人
に
は
、
他
に
蘇
軾
・
劉
克
荘
・
呉
文
英
等
が
い
る
が
、
彼
ら
の
現
存
す
る
全
作
品
数
は
三
百
五
十
首
程
度
で
あ
り
、
辛
棄
疾
の

約
半
分
で
あ
る
。

⑦　
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
二
一
「
稼
軒
詞
四
巻
」
の
項
参
照
。

⑧　

辛
棄
疾
別
集
の
刊
本
に
つ
い
て
は
、
饒
宗
頤
『
詞
集
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。『
稼
軒
詞
』
系
統
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
現
在

汲
古
閣
旧
蔵
影
宋
鈔
本
（
後
に
涵
芬
楼
蔵
）、
明
・
呉
訥
『
百
家
詞
』
本
、
及
び
本
稿
が
底
本
と
し
た
陶
湘
渉
園
景
宋
本
の
三
種
が
あ
る
。
後
二
者
に

つ
い
て
は
、
そ
の
基
づ
く
と
こ
ろ
は
汲
古
閣
影
宋
鈔
本
と
さ
れ
、『
百
家
詞
』
本
に
は
四
巻
全
て
が
有
る
が
、
陶
湘
本
は
丁
巻
を
欠
く
。『
長
短
句
』
系

統
に
は
黄
丕
烈
旧
蔵
の
元
大
徳
己
亥
広
信
書
院
刊
本
が
あ
る
。
陶
湘
渉
園
景
印
の
小
草
斎
鈔
本
は
、
そ
の
広
信
書
院
本
を
影
写
し
た
も
の
と
い
う
。

⑨　
『
長
短
句
』
は
本
詞
の
詞
牌
名
を
【
木
蘭
花
】
と
す
る
。

⑩　
『
長
短
句
』
は
本
詞
の
題
を
「
江
行
簡
楊
済
翁
周
顕
先
」
に
作
る
。

⑪　

周
邦
彦
詞
の
註
釈
本
で
あ
る
陳
元
龍
集
註
『
詳
註
周
美
成
詞
片
玉
集
』
と
『
草
堂
詩
餘
』
の
継
承
関
係
と
、
蘇
軾
詞
の
注
に
傅
幹
『
注
坡
詞
』
を
襲
っ

た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、中
田
氏
が
前
掲
論
文
の
中
で
既
に
指
摘
す
る
。
ま
た
周
邦
彦
詞
の
註
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、前
註
④
所
掲
の
拙
稿
「『
草

堂
詩
餘
』
の
類
書
的
性
格
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。

⑫　

元
来
『
草
堂
詩
餘
』
に
は
句
間
に
註
が
挿
入
さ
れ
る
が
、
煩
瑣
に
な
る
た
め
省
略
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
『
草
堂
詩
餘
』
を
引
用
す
る
際
、
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底
本
と
す
る
の
は
洪
武
二
十
五
年
刊
本
で
あ
る
。

⑬　
【
摸
魚
児
】
は
実
は
強
い
諷
諭
性
が
託
さ
れ
た
詞
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
春
晩
」
と
い
う
小
題
は
本
来
の
意
図
と
内
容
を
反
映
出
来
て
は
い
な
い
。

た
だ
し
、表
面
的
に
は
特
に
前
闋
部
分
で
晩
春
の
風
物
描
写
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
春
晩
（
春
の
終
わ
り
）」
と
題
が
附
け
ら
れ
る
こ
と
に
不
自
然
は
な
い
。

⑭　

明
・
汲
古
閣
『
詞
苑
英
華
』
本
『
花
庵
詞
選
』
に
附
さ
れ
た
毛
晋
の
跋
文
に
「
蓋
可
作
詞
史
云
（
蓋
し
詞
史
と
作
す
べ
し
）」
と
あ
る
ほ
か
、
同
刊
本

の
顧
起
綸
に
よ
る
跋
で
は
『
花
庵
詞
選
』
を
「
詞
家
菁
英
尽
於
是
乎
（
詞
家
の
菁
英
是
に
尽
き
た
り
）」
と
絶
賛
す
る
。
ま
た
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

は
「
非
草
堂
詩
餘
之
類
参
雑
俗
格
者
可
比
。
又
毎
人
名
之
下
各
注
字
号
里
貫
、
毎
篇
題
之
下
亦
間
附
評
語
、
倶
足
以
資
考
核
（
草
堂
詩
餘
の
類
の
俗
格

を
参
雑
す
る
者
は
比
す
べ
き
に
非
ず
。
又
た
毎
人
名
の
下
に
各
お
の
字
号
里
貫
を
注
し
、
毎
篇
題
の
下
に
亦
た
間
ま
評
語
を
附
す
、
倶
に
以
っ
て
考
核

に
資
す
る
に
足
る
）」
と
述
べ
て
、『
花
庵
詞
選
』
に
対
す
る
信
頼
を
表
明
し
て
い
る
。

⑮　

人
物
本
位
の
詩
集
と
し
て
は
、
宋
代
以
前
に
は
『
河
岳
英
霊
集
』『
国
秀
集
』『
中
興
間
気
集
』『
才
調
集
』
等
が
あ
る
。
ま
た
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、

王
安
石
の
『
唐
百
家
詩
選
』、
洪
邁
『
万
首
唐
人
絶
句
』
と
い
っ
た
諸
選
集
が
、
人
物
本
位
に
編
ま
れ
て
い
る
。

⑯　
『
古
文
苑
』
に
は
宋
・
章
樵
が
註
を
施
し
て
お
り
、
彼
は
作
者
に
よ
っ
て
は
史
書
等
か
ら
伝
を
引
く
。
ま
た
、
人
物
本
位
の
選
集
で
は
な
い
が
『
文
選
』

に
も
、
註
の
形
で
作
者
の
情
報
が
記
さ
れ
る
。

⑰　

例
え
ば
『
草
堂
詩
餘
』
の
冒
頭
を
飾
る
周
邦
彦
【
瑞
龍
吟
】
に
は
「
花
庵
詞
」
と
白
抜
き
で
表
示
さ
れ
た
後
に
分
段
の
箇
所
に
つ
い
て
の
議
論
が
附
さ
れ
、

後
集
巻
上
に
収
録
さ
れ
る
僧
仲
殊
【
訴
衷
情
近
】
に
は
「
玉
林
詞
選
云
」
と
し
て
仲
殊
の
詞
風
に
つ
い
て
の
評
語
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
の
中
で
黄
昇
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
附
し
た
も
の
と
一
致
す
る
。

⑱　
『
花
庵
詞
選
』
が
辛
棄
疾
と
同
数
の
詞
を
収
録
す
る
劉
克
荘
の
全
作
品
数
は
、
前
註
⑥
で
述
べ
た
よ
う
に
お
よ
そ
三
百
五
十
余
首
と
辛
棄
疾
の
約
半
分

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
蘇
軾
詞
は
三
十
一
首
、
呉
文
英
詞
は
九
首
が
収
録
さ
れ
る
。

⑲　
『
花
庵
詞
選
』
の
刊
本
は
『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』『
中
興
以
来
絶
妙
詞
選
』
と
で
別
々
に
刻
さ
れ
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
。
現
存
す
る
刊
本
で
二
種
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

が
合
刻
さ
れ
る
の
は
明
末
毛
晋
の
汲
古
閣
『
詞
苑
英
華
』
本
が
最
も
早
い
。
本
稿
が
参
照
し
た
『
四
部
叢
刊
』
本
は
、
前
者
は
万
暦
四
年
（
一
五
七
六
）

舒
伯
明
翻
宋
刻
本
、
後
者
は
無
錫
孫
子
小
淥
天
蔵
明
翻
宋
刻
本
で
あ
る
。

⑳　

な
お
、
明
代
嘉
靖
年
間
の
記
録
に
な
る
が
、
晁
瑮
及
び
そ
の
子
東
呉
の
蔵
書
録
で
あ
る
『
晁
氏
宝
文
堂
書
目
』「
楽
府
」
の
条
に
は
、『
稼
軒
余
興
』

と
い
う
書
物
名
が
見
え
る
。
そ
の
名
か
ら
辛
棄
疾
の
集
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
目
以
外
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
別
集

な
の
か
個
人
の
選
集
な
の
か
は
元
よ
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
何
も
分
か
ら
な
い
。

㉑　
『
草
堂
詩
餘
』
は
張
元
幹
の
詞
を
四
首
、『
花
庵
詞
選
』
は
十
三
首
収
録
す
る
。
そ
の
う
ち
、共
通
す
る
の
は
【
満
江
紅
】【
石
州
慢
】【
蘭
陵
王
（
巻
珠
箔
）】

の
三
首
で
あ
る
。

㉒　
『
宋
史
』「
芸
文
志
」
に
も
「
蘆
川
詞
二
巻
」
が
著
録
さ
れ
る
。『
蘆
川
詞
』
の
刊
本
で
今
に
伝
わ
る
主
な
も
の
と
し
て
は
、
明
・
呉
訥
『
百
家
詞
』
本
、

明
・
毛
晋
『
宋
六
十
名
家
詞
』
本
、
呉
昌
綬
双
照
楼
景
宋
本
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
最
後
に
挙
げ
た
景
宋
本
『
蘆
川
詞
』
を
底
本
と
し
て
用
い
た
。

㉓　

異
同
を
列
挙
し
て
お
く
。
小
題
「
初
春
感
旧
」（
草
・
花
）、別
集
に
は
無
し
。
前
闋
末
句
「
怕
黄
昏
時
節
」（
草
）「
怕
昏
黄
時
節
」（
花
）「
是
愁
来
時
節
」

（
蘆
）、
後
闋
十
句
目
「
到
得
再
相
逢
」（
草
・
花
）「
到
得
却
相
逢
」（
蘆
）。

㉔　

劉
克
荘
に
は
彼
の
門
人
林
秀
発
の
編
纂
に
か
か
る
と
い
う
別
集
『
後
村
居
士
集
』
五
十
巻
が
あ
り
、
そ
の
詞
は
一
九
・
二
〇
の
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
二
巻
に
つ
い
て
は
宋
刻
が
残
っ
て
お
り
、
陶
湘
が
そ
れ
を
『
宋
金
元
明
本
詞
』
の
中
の
一
つ
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。
本
稿
の
テ
キ
ス
ト
は

こ
れ
に
拠
っ
た
。
別
に
、
呉
訥
『
百
家
詞
』
本
や
汲
古
閣
刻
『
後
村
別
調
』
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
ほ
か
、
彼
の
詩
文
集
で
あ
る
『
後
村
大
全
集
』

（『
四
部
叢
刊
』
所
収
）
も
一
八
七
～
一
九
一
の
五
巻
に
詞
を
収
め
る
。

㉕　

前
註
④
所
掲
拙
稿
「『
草
堂
詩
餘
』
と
柳
永
」
参
照
。

㉖　

例
え
ば
明
・
楊
慎
は
周
邦
彦
【
瑞
龍
吟
（
章
台
路
）】「
愔
愔
坊
曲
人
家
」
の
句
に
つ
い
て
考
証
す
る
中
で
、「
近
刻
草
堂
詩
餘
、
改
作
坊
陌
、
非
也
（
近

刻
の
草
堂
詩
餘
、改
め
て
坊
陌
に
作
る
は
、非
な
り
）」
と
い
う
（『
詞
品
』
巻
二
）。
ま
た
、『
草
堂
詩
餘
』
と
は
明
言
し
な
い
が
、秦
観
【
満
庭
芳
】
冒
頭
「
山
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抹
微
雲
、天
粘
衰
草
」
に
つ
い
て
「
今
本
改
粘
作
連
、非
也
（
今
本
粘
を
改
め
て
連
に
作
る
は
、非
な
り
）」
と
い
い
（『
詞
品
』
巻
三
）、『
草
堂
詩
餘
』『
花

庵
詞
選
』
は
こ
の
句
を
「
天
連
衰
草
」
と
作
る
。
さ
ら
に
、
清
代
の
宋
翔
鳳
は
『
楽
府
余
論
』
の
中
で
「
草
堂
一
集
、
…
…
其
中
詞
語
、
間
与
集
本
不
同
。

其
不
同
者
、
恒
平
俗
、
亦
以
便
歌
。
以
文
人
観
之
、
適
当
一
笑
、
而
当
時
歌
伎
、
則
必
需
此
也
（
草
堂
一
集
、
…
…
其
の
中
の
詞
語
は
、
間
ま
集
本
と

同
じ
か
ら
ず
。
其
の
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
、
恒
に
平
俗
に
し
て
、
亦
た
以
っ
て
歌
う
に
便
な
り
。
文
人
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
適
に
当
に
一
笑
す
べ
く
も
、

而
れ
ど
も
当
時
の
歌
伎
は
、
則
ち
必
ず
此
れ
を
需もと
む
る
な
り
）」
と
述
べ
る
。

㉗　

序
文
後
半
は
以
下
の
通
り
。「
然
其
盛
麗
如
游
金
張
之
堂
、
妖
冶
如
攬
嬙
施
之
袪
、
悲
壮
如
三
閭
、
豪
俊
如
五
陵
。
花
前
月
底
、
舉
盃
清
唱
、
合
以
紫
簫
、

節
以
紅
牙
、
飃
飃
然
作
騎
鶴
揚
州
之
想
。
信
可
楽
也
。
親
友
劉
誠
甫
謀
栞
諸
梓
、
伝
之
好
事
者
。
此
意
善
矣
。
又
録
余
旧
作
数
十
首
、
附
於
後
。
不
無

珠
玉
在
側
之
愧
、
有
愛
我
者
、
其
為
刪
之
。
淳
祐
已
酉
百
五
。
玉
林
（
然
る
に
其
の
盛
麗
な
る
こ
と
金
張
の
堂
に
游
ぶ
が
如
く
、
妖
冶
な
る
こ
と
嬙
施

の
袪
を
攬
る
が
如
く
、
悲
壮
な
る
こ
と
三
閭
の
如
く
、
豪
俊
な
る
こ
と
五
陵
の
ご
と
し
。
花
前
月
底
、
盃
を
舉
げ
て
清
唱
し
、
合
す
る
に
紫
簫
を
以
て
し
、

節
す
る
に
紅
牙
を
以
て
す
れ
ば
、
飃
飃
然
と
し
て
騎
鶴
揚
州
の
想
を
作
す
。
信
に
楽
し
か
る
べ
き
な
り
。
親
友
劉
誠
甫
諸これ
を
梓
に
栞
し
、
之
を
好
事
の

者
に
伝
え
ん
と
謀
る
。
此
の
意
た
る
や
善
し
。
又
た
余
の
旧
作
数
十
首
を
録
し
て
、
後
に
附
す
。
珠
玉
側
に
在
る
の
愧
無
き
に
あ
ら
ず
、
我
を
愛
す
る

者
有
れ
ば
、
其
れ
為
に
之
を
刪
れ
。
淳
祐
已
酉
百
五
。
玉
林
）」。
こ
の
部
分
で
は
、
詞
の
効
能
及
び
刊
行
の
経
緯
、
巻
末
に
自
作
を
載
せ
た
こ
と
に
つ

い
て
述
べ
る
。

㉘　

中
田
氏
は
前
掲
論
文
の
中
で
『
復
雅
歌
詞
』
に
つ
い
て
、「
絶
妙
詞
選
の
序
に
こ
の
書
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
編
集
に
当
っ
て
こ
の
書

が
参
考
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
絶
妙
詞
選
が
草
堂
詩
餘
と
共
通
す
る
点
が
多
い
の
は
、
あ
る
い
は
そ
の
原
型
が
復
雅
歌
詞
に
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
も
許
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
る
。

㉙　

呉
熊
和
氏
は
「
関
於
鯛
陽
居
士
『
復
雅
歌
詞
序
』」（『
呉
熊
和
詞
学
論
集
』（
杭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
所
収
）
の
中
で
「『
復
雅
歌
詞
』

…
…
是
宋
代
規
模
最
大
的
一
部
詞
的
総
集
」
と
述
べ
る
。
な
お
、こ
の
序
文
は
宋
・
謝
維
新
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
外
集
巻
一
一
が
「
復
雅
歌
詞
序
略
」
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

と
し
て
載
せ
る
も
の
で
、
そ
の
一
部
分
は
宋
・
祝
穆
『
新
編
古
今
事
文
類
輯
』
続
集
巻
二
四
「
歌
曲
源
流
」
に
も
、『
能
改
斎
漫
録
』
か
ら
の
引
用
と

し
て
見
え
る
。
呉
熊
和
氏
は
、序
文
中
に
「
紹
興
壬
戌
（
十
一
年
、一
一
四
二
）」
と
あ
る
こ
と
、『
能
改
斎
漫
録
』
の
成
書
が
紹
興
二
十
四
年
（
一
一
五
五
）

頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
復
雅
歌
詞
』
は
紹
興
十
一
～
二
十
四
年
に
当
た
る
十
二
三
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

㉚　

晏
叔
原
「
有
楽
府
行
於
世
、山
谷
為
之
序
（
楽
府
の
世
に
行
わ
る
る
有
り
、山
谷
之
が
為
に
序
す
）」、王
通
叟
「
有
冠
柳
集
（
冠
柳
集
有
り
）」、毛
沢
民
「
有

東
堂
集
十
巻
（
東
堂
集
十
巻
有
り
）」、
万
俟
雅
言
「
有
大
声
集
五
巻
、
周
美
成
為
序
（
大
声
集
五
巻
有
り
、
周
美
成
序
を
為
す
）」、
徐
幹
臣
「
有
青
山

楽
府
一
巻
行
於
世
、
然
多
雑
周
詞
（
青
山
楽
府
一
巻
の
世
に
行
わ
る
る
有
り
、
然
れ
ど
も
多
く
周
（
邦
彦
）
詞
を
雑
う
）」、
康
伯
可
「
書
市
刊
本
皆
仮

託
其
名
、
今
得
官
本
、
乃
其
婿
趙
善
貢
及
其
友
陶
安
世
所
校
定
（
書
市
刊
本
は
皆
な
其
の
名
を
仮
託
す
、
今
官
本
を
得
た
り
、
乃
ち
其
の
婿
趙
善
貢
及

び
其
の
友
陶
安
世
の
校
定
す
る
所
な
り
）」、
劉
叔
擬
「
吉
州
刊
本
多
遺
落
、
今
以
家
蔵
善
本
選
集
（
吉
州
刊
本
は
遺
落
多
し
、
今
家
蔵
の
善
本
を
以
て

選
び
集
む
）」、
呉
子
和
「
有
詞
五
巻
、
鄭
国
輔
序
之
（
詞
五
巻
有
り
、
鄭
国
輔
之
に
序
す
）」
と
い
っ
た
数
則
が
確
認
さ
れ
る
。

㉛　
『
宋
史
』「
芸
文
志
」
に
は
『
辛
棄
疾
長
短
句
』
十
二
巻
、『
易
安
詞
』
六
巻
を
は
じ
め
と
す
る
詞
の
別
集
が
、
数
種
著
録
さ
れ
て
い
る
。

㉜　
『
文
献
通
考
』
巻
二
四
六
参
照
。
こ
の
部
分
は
、
書
名
の
後
に
「
陳
氏
曰
」
と
し
て
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
見
え
る
陳
振
孫
の
解
題
が
引
用
さ
れ
る
だ

け
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
楽
府
雅
詞
』
の
項
目
に
は
陳
振
孫
解
題
の
後
に
曽
慥
の
自
序
が
引
か
れ
る
な
ど
、
例
外
も
あ
る
。

㉝　

そ
の
情
況
は
、明
代
の
書
目
ま
で
調
査
範
囲
を
拡
げ
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
著
録
さ
れ
る
詞
選
集
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、む
し
ろ
種
類
は
減
少
し
、

例
え
ば
『
復
雅
歌
詞
』
の
名
は
見
え
な
く
な
る
。

㉞　
『
文
献
通
考
』
は
『
楽
府
雅
詞
』
の
巻
数
を
「
十
二
巻
」
と
す
る
。

㉟　

引
用
は
『
四
部
叢
刊
』
所
収
の
影
鮑
淥
飲
校
鈔
圏
点
本
を
用
い
た
。

㊱　

こ
の
『
陽
春
白
雪
』
が
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
直
斎
書
録
解
題
』
が
編
ま
れ
た
時
期
も
或
い
は
一
二
五
〇
年
前
後
と
同
定
で
き
る
か

も
知
れ
な
い
。
陳
振
孫
の
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
こ
の
頃
ま
で
生
き
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
行
の
『
陽
春
白
雪
』
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と
『
直
斎
書
録
解
題
』
の
著
録
す
る
『
陽
春
白
雪
』
が
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
現
行
『
陽
春
白
雪
』
が
八
巻
本
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
疑
問
が
残
る
だ
ろ
う
。

㊲　

な
お
、
中
田
氏
は
前
掲
論
文
の
中
で
『
草
堂
詩
餘
』
と
『
陽
春
白
雪
』
の
関
係
を
論
じ
て
お
り
、「
要
す
る
に
、
陽
春
か
ら
見
た
草
堂
の
祖
本
の
姿
は
、

洪
武
本
の
添
増
の
詞
を
取
り
除
い
た
も
の
の
中
に
彷
彿
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
ほ
ぼ
差
し
支
え
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。

㊳　

趙
万
里
『
校
輯
宋
金
元
人
詞
』
所
収
。
こ
こ
で
は
『
詞
話
叢
編
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
。
全
十
則
の
う
ち
、『
歳
時
広
記
』
か
ら
の
収
録
が

六
則
で
最
も
多
数
を
占
め
、
残
り
は
『
花
草
粋
編
』
か
ら
が
二
則
、『
類
編
草
堂
詩
餘
』
と
『
重
校
北
西
廂
記
』
か
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
一
則
ず
つ
と
な
っ

て
い
る
。

㊴　

趙
万
里
「
復
雅
歌
詞
輯
本
題
記
」（『
校
輯
宋
金
元
人
詞
』）。

㊵　
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
瑞
平
年
間
（
一
二
三
四
～
一
二
三
六
）
か
ら
、
遅
く
と
も
淳
祐
十
年
（
一
二
五
〇
）
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
蔵
書
録
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
一
二
三
二
年
生
ま
れ
の
周
密
が
編
ん
だ
『
絶
妙
好
詞
』
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
。

㊶　

張
炎
は
南
宋
・
淳
祐
八
年
（
一
二
四
八
）
に
生
ま
れ
、
元
朝
に
入
っ
て
か
ら
一
三
二
〇
年
頃
に
没
し
た
と
さ
れ
る
人
物
。『
詞
源
』
は
彼
の
晩
年
の
著

で
、
巻
末
に
は
銭
良
祐
に
よ
る
跋
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
跋
文
中
で
銭
は
「
乙
卯
歳
玉
田
来
寓
銭
塘
県
学
舎
（
乙
卯
の
歳
、
玉
田
来
た
り
て
銭
塘
県
の

学
舎
に
寓
す
）」
と
い
う
。
玉
田
は
張
炎
の
号
、「
乙
卯
の
歳
」
は
元
の
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）。

㊷　
「
惜
此
板
不
存
、
恐
墨
本
亦
有
好
事
者
蔵
之
」
に
つ
い
て
、
詞
源
研
究
会
訳
註
『
宋
代
の
詞
論―

張
炎
『
詞
源
』―

』（
二
〇
〇
四
年
、
中
国
書
店
）
は
、

「
残
念
な
が
ら
こ
の
集
は
刊
本
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
鈔
本
も
好
事
家
が
手
元
に
収
蔵
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」
と
訳
し
、
註
（
８
）

「
墨
本
」
に
「「
墨
本
」
は
主
に
拓
本
類
を
指
し
て
言
う
」
と
述
べ
る
。「
此
板
不
存
、墨
本
亦
…
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、こ
こ
に
い
う
「
板
」
は
版
木
、「
墨

本
」
は
刊
本
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

㊸　

史
達
祖
【
双
双
燕
】【
綺
羅
香
】
な
ど
、
五
首
に
満
た
ず
、
ま
た
文
字
に
も
異
同
が
存
在
す
る
。
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『
草
堂
詩
余
』
の
来
源
に
か
か
わ
る
一
考
察―

辛
棄
疾
詞
の
分
析
か
ら―

㊹　
『
詳
註
周
美
成
詞
片
玉
集
』
に
は
、
巻
頭
標
題
の
下
に
「
廬
陵
陳
元
龍
少
章
集
註
、
建
安
蔡
慶
之
宗
甫
校
正
」
と
列
記
さ
れ
る
。

㊺　

註
②
所
掲
論
文
参
照
。

㊻　

同
じ
福
建
で
も
泉
州
の
人
曽
慥
の
編
ん
だ
『
楽
府
雅
詞
』、
山
東
出
身
の
趙
聞
礼
の
編
纂
に
か
か
る
『
陽
春
白
雪
』、
そ
し
て
恐
ら
く
杭
州
で
出
版
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
周
密
『
絶
妙
好
詞
』（
周
密
は
晩
年
杭
州
に
寓
居
し
、
張
炎
や
王
沂
孫
等
と
交
友
を
結
ん
だ
。
ま
た
、
宋
の
遺
民
と
し
て
故
国
の
文
献

を
多
く
収
集
し
た
と
い
う
か
ら
、『
絶
妙
好
詞
』
も
恐
ら
く
そ
の
頃
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
の
収
録
作
品
が
『
草
堂
詩
餘
』
と
ほ
と
ん
ど
重
複
し

な
い
こ
と
、
ま
た
重
複
す
る
作
品
で
も
文
字
テ
キ
ス
ト
に
し
ば
し
ば
大
き
な
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
田
氏
の
述
べ
る
『
草
堂
詩
餘
』
の
地
域
性

を
補
強
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。


